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『

南
宋
雑
事
詩
』

と

杭
州
詩
壇

　

　

　
は

じ

め

に

　

『

南
宋

雑
事
詩
』

は
、

清
代

の

杭

州
詩

人

七

名
に

ょ
っ

て

作

ら

れ
た
、

南
宋
の

遺

事
を

題

材
と

し

た

詩

集
で

あ

る
。

七

名
の

詩

人

と

は
、

沈

嘉
轍
、

呉

悼
、

陳
芝

光
、

符
曾
、

趙
豊

、

属

鶚
、

趙

信

で
、

清
代

前

半
を

代

表

す
る

詩

人

属

鶚
、

蔵
書

家
と

し

て

知

ら

れ

る

呉
悼
、

趙
呈

、

趙

信
、

詩

人

符

曾

の

他
、

無
名

の

沈

嘉
轍

、

陳

芝

光
が

参
加
し

て

い

る
。

符

曾
が

百
一

首

を

詠
じ

た

他
は
、

六

名

が

各

百
首
ず
つ

を

詠
じ
、

計
七

百
一

首
の

大
規

模
な

雑
事
詩

で

あ

る
。

こ

の

詩

集
は
、

後
に

『

四

庫
全

書
』

に

収

録
さ

れ

た

こ

と

か

ら
、

そ

の

評

価
を

確
か

な

も
の

に
し

た
。

「

賦

南
宋

雑
事
詩

百

首
、

為

海
内

所

称
説

。

（

南

宋

雑

事

詩
百

首
を

賦
し

、

海

内
の

称

説
す

る

所
と

為

る
）

」

（

『

清

史

列

伝
』

巻
七

十
一

　

趙
豊
）

は
、

当

時

の
『

南
宋
雑
事

詩
』

に

対
す
る

高
い

評
価
を

伝
え
る

も
の

で

あ

る
。

　

た

だ
、

こ

の

評
価
は
、

必

ず

し

も

詩

作
品
へ

の

も
の

と

は

い

え

は

な
い

。

『

清

史

稿
』

に

「

南

宋

雑
事
詩
一

百

首
、

自

采

諸

書
為

之

注
、

徴
引

浩

博
、

考

史

事

者
重

之
。

（

南

宋

雑

事
詩
一

百

首
、

自
ら

諸
書

を
采

り

て

之

が

注
を

為
し

、

徴

引
す
る

こ

と

浩

博、

史

事

を

考
ふ

る

者
之

を

重
ん

ず
。

）

」

（

『

清

史

稿
』

巻
四

百

八

十

五

市

瀬

信

子

　

癘

鶚
）

と

あ
る

よ

う

に
、

詩
の

注

に

引
用

さ
れ

る

典
故
が

豊

富

で

広

範
囲

に

及

ぶ
こ

と

が
、

史

実
の

考
証
に

資

す
る

と

評

価
さ

れ

て

い

る
の

で

あ
り

、

つ

ま

り

は

注
へ

の

評
価
と

い

え

る
。

　

注
が

史

料
と

し

て

評

価
さ

れ
る
一

方
、

『

南

宋

雑
事
詩
』

は

雑

事

詩
と

い

う

文

学
と

し

て

論
じ

ら

れ

る

こ

と

は

少

な

か
っ

た
。

し

か

し
、

当
時

の

記

録
を

見
て

み

る

と
、

こ

れ

は

杭

州

詩
会
の

唱
酬

の

中
で

作
ら

れ

た

作
品

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る
。

こ

れ

は

南
宋
の

史
料
と

な
る
べ

き

も
の

が
、

地

方
誌

や
歴

史

書
と

し

て

で

は

な
く
、

「

雑
事
詩
」

と

い

う

詩

の

形
式

で

書
か

れ

た

こ

と

の

理

由

と

な

る

だ

ろ

う
。

清
代
の

杭
州

詩
壇
の

倡
酬
が

盛
ん

に

な
る
の

は
、

こ

の

詩

集
前

後
か

ら

で

あ

り
、

杭
州
詩

壇
に

お

け
る

倡
酬
の

作
と

し

て

見

な

お

す

必

要

が

あ
る

と

考
え

る
。

　

更
に

詩

人

た

ち

に

眼
を

転
じ

て

み

る

と
、

注
ば
か

り

が

注

目

さ

れ

た

こ

と
、

全

く

無
名
の

詩
人

も
加

わ
っ

て

い

る

こ

と

か

ら
、

こ

れ

ま
で

著
名

な

詩

人
以

外

に

つ

い

て

は

ほ

と

ん

ど

論
じ

ら

れ
て

こ

な

か

っ

た
。

そ

こ

で
、

本
稿
で

は
、

詩

人
達
が

『

南
宋

雑
事
詩
』

の

時

期
に

ど
の

よ

う
な

活
動
を

行
っ

て

い

た

の

か
、

詩

人
同
士

に

ど

の

よ

う
な

関
連
が

あ
っ

た
の

か

に

重

点

を

置
き

、

『

南
宋

雑

事

詩
』

に
、

杭
州
詩

人

た

ち

が

ど

う

関
わ
っ

て

来
た

の

か

を
、

で

き
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る

限
り

明
ら

か

に

し

た
い

と

考
え
る

。

　

さ
ら

に

そ
こ

か

ら
、

当

時
の

杭
州

詩
壇
の

あ
り

方
を

明
ら
か

に

し
、

ま

た

『

南
宋

雑

事
詩
』

が
、

杭

州
詩
壇

に

何
を

残
し

た
の

か

に

つ

い

て

も
考
察

を
加

え
て

ゆ
き

た
い

と

考
え

る
。

　
　

　
一

　

『

南

宋
雑

事
詩
』

の

成
立

時
期

　
『

南
宋

雑
事
詩
』

が
、

当
時
の

杭

州
詩

人

た

ち
に

と
っ

て
、

ど

の

よ

う
な

意
味
を

持
つ

こ

と

に

な
っ

た

か
、

ま

た

杭
州
詩

壇
に

い

か

な
る

影

響
を
与

え
た

の

か

を
知

る

た

め

に

は
、

そ

の

制
作
時

期

が

い

つ

で

あ

る

か

を
把

握
し

て

お

く
必

要
が

あ

る
。

　
南

宋
雑

事
詩
の

成
立

に
つ

い

て

は
、

陸
謙
祉

『

属
樊

謝
年

譜
』

に

「

雍
正

元

年

（

一

七

二

三
）

時

湖
上

觴

詠
極

盛、

有

南
宋

雑
事

詩
七

巻
」

と

あ
る

。

又

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

作

者
の

一

人
で
、

制

作

現
場

と

な
っ

た

「

小

山
堂
」

の

主

人
で

あ

る

趙
呈

は
、

『

春

草

園

小

記
』

の

「

二

林
吟

屋
」

に

次
の

よ

う
に

記

し

て

い

る
。

即

南
楼

也
。

亦

日

画
選

楼
、

予

与

意
林

読

書
処

、

昔
沈
欒

城
、

符

薬
林

、

袁

南
塊

嘗

仮
館
焉

。

雍
正

癸

卯
甲
辰
間

、

共

賦
南
宋

雑

事
詩

、

觴

詠
流
連

、

盍

簪
於

此
。

　

　

　
　

　

　
　

　
（

趨

呈

『

春

草
園
小

記
』

「

二

林
吟
屋
」
〉

　

即

ち

南
楼

な
り

。

亦
た

画
選

楼
と

日

ふ
。

予
と

意
林
と

読

書

　
の

処
、

昔
沈

欒

城
、

符

薬
林
、

袁

南
埖

嘗
て

焉

に

仮

館
す

。

　

雍
正

癸

卯
甲

辰

の

間
、

共

に

南
宋

雑
事
詩

を

賦
し

、

觴
詠

流

　

　

　
　

　

　
か

ふ

し
ん

　

連
し

、

此
に

盍

簪
す

。

　
こ

れ
は

「

南
宋

雑
事
詩
」

を

作
成
し

た

情
況
を

記
し

た

も

の

で

あ
る

が
、

作
成
の

場
は

、

趙

豊
と

趙
信

兄
弟
の

「

小
山

堂
」

中
の

「

南
楼
」

で

あ
っ

た
。

「

雍
正

癸

卯
、

甲

辰
」

は

雍
正

元

年

（

一

七

二

三
）

、

二

年

（

一

七

二

四
）

。

趙

星

の

記

述
に

よ

れ

ば
、

当

時
沈

嘉
轍
、

符
曾
ら

が

趙
呈
の

も
と

に

に

寄
寓
し

て

お

り
、

彼
ら

と

と

も
に

『

南
宋

雑
事

詩
』

を

賦
し

、

連
日

觴
詠

を
楽
し

ん

で

友

人

同
士

が

集
っ

た

と

い

う
。

　
こ

の

記
事
を

根

拠
と

す
れ

ば
、

制
作
時

期
は

雍

正

元

年
か

ら

二

年
に

か

け
て

と
い

う
こ

と
に

な

る
。

　
一

方
、

虞
万

里

が

指
摘

す
る

よ

う
に
、

『

増

訂
四

庫

簡

明
目

録

標

注
』

に

は
、

「

南

宋

雑

事
詩
七

巻
、

清
沈

嘉

轍
、

呉

悼
、

陳
芝

光
、

符
曾
、

趙

豊
、

属

鶚
、

趙
信

同

撰
。

康
熙
中

刊
本

、

近

年
重

刊

本
」

の

記
述
が

あ

る
。

虞
万

里

氏

は
、

『

南

宋

雑
事

詩
』

に

康

熙

最
後
の

年
と

な

る

六

十
一

年

（

一

七

二

二
）

に

属
鶚
が

撰
し

た

『

南
宋
院

画
録
』

（

属

鶚
自
序

に

「

康
熙

辛

丑
、

錢

塘
属

鶚

書
」

と

あ
る
）

等
が

引
用

さ

れ
て

い

る

こ

と
か

ら
、

雑

事
詩

は

康

熙
六

十
一

年
以

降
に

制

作
さ

れ
た

こ

と

は

確
か

で

あ

り
、

ま

た

属

鶚
と

符

曾
が

雍
正

二

年
に

杭

州
を

離
れ

て

い

る

こ

と

か

ら
、

康
熙

六

十

一

年
の

後
半
か

ら
、

制

作
は

雍
正

元

年、

特
に

雍

正

元

年
の

可

能

　
　

　

　
　

　

　
　

ハ
　ロ

性

が

大
き
い

、

と

す
る

。

厳
迪

昌
氏
は
、

呉
悼
の

第
百

首
の

尾

聯

「

而

今
花

柳
新
第

外
、

況

是
欣

逢
宝
歴

春
」

の

「

宝

歴
」

が
、

雍

正

改
元

を

指
す
も
の

で

あ
る

と

し

て
、

こ

れ

も

康
煕
刊

本
を

否
定

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　　

し
、

雍
正

元

年
頃
の

制
作
と

す

る
。

こ

れ
ら

を

総
合
す

る

と
、

や

は

り

多
少
の

前
後
の

ず
れ
は

あ

る
に

せ

よ
、

趙
呈

の

記

述
に

あ
る

雍
正

元

年、

二

年

頃
が

制

作
時

期
と

み
て

よ
い

だ

ろ

う
。
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更
に

、

道

光
九

年
扶

茘
山

房
刊
本

『

南

宋

雑
事

詩
』

の

姚
祖

恩

識

語
に

は
、

「

成
於

乾

隆
丙

戌
、

丁

亥
間

、

小

山
堂

薈

萃

開
雕
」

と
あ

る
。

こ

れ
は

乾
隆
三

十
一

、

三

十
二

年
で
、

雍
正

元

年
、

二

年
の

四

十
三

年
後
と

な

る
。

し

か
し
、

序
を

寄
せ

て

い

る

査

慎
行

は

雍
正

六

年
に

は

世
を

去
っ

て

お

り
、

詩

の

制

作
は

そ

れ

以
前
、

つ

ま
り

雍
正

年
間

初

期
と

考
え

る
の

が

妥

当
で

あ
ろ

う
。

虞
万

里

氏

は

諱
字
な

ど
を

根
拠

に

乾
隆
刊

本
と

名

乗
る

版

本
は

翻
刻
本
で

　

　

　
　

　

　
　
ヨ　

あ
る

と

し

て

い

る
。

　

　

　
二

　

『

南
宋

雑
事
詩
』

の

内

容

　

次
に

『

南
宋

雑

事

詩
』

の

大

ま

か

な
内

容

を
と

ら
え
、

ま

た

清

代

に

お

け

る

評

価
を

代
表

す
る

も
の

と

し

て
、

「

四

庫

全

書

総
目

提

要
」

を

挙

げ
て

お

く
。

　
南

宋
雑

事
詩
七

巻
。

国

朝
沈
嘉

轍
、

呉
悼

、

陳
芝

光
、

符
曾

、

趙
呈

、

属

鶚
、

趙

信
等

同
撰

。

鶚
有
遼

史
拾
遺

、

巳

著
録

。

嘉

轍

字

欒
城

、

悼
字

尺

鳧、

曾
字
幼
魯
、

皆
銭
塘
人

。

芝

光
字

蔚

九
、

呈

字
功

千
、

信
字

意
林
、

皆
仁

和
人

。

七

人
之

中
、

惟
曾

以
薦

挙
官
至

戸

部
郎

中、

鶚
以

康
熙

庚
子

挙
於

郷
、

余

皆
終
於

諸
生
。

是

書
以

其
郷

為
南
宋

故
都

故、

桾
撫

軼
聞
、

毎
人

各
為

詩

百

首、

而

以

所
引

典
故

註
於
毎

首

之

下
。

意
主

紀
事
、

不

在

修
詞
。

故

警
句

頗

多、

而

牽
綴
填

砌

之

処

亦

復
不

少
。

然
採
拠

浩

博、

所

引
書

幾
及

千
種
。

一

字
一

句
、

悉

有
根

柢
。

萃
説
部

之

菁
華
、

釆
詞

家
之

腴
潤
。

　一

代

故
実
、

巨

細

兼
該

、

頗
為
有

資

於

考

証
。

蓋

不

徒
以

文

章

論

矣
。

（
『

四

庫

全

書
総

目
』

巻

一

百

九

十
）

南
宋

雑
事

詩
七

巻
。

国
朝

沈
嘉

轍
、

呉
悼

、

陳
芝

光
、

符
曾

、

趙
呈
、

属
鶚
、

趙
信
等

同

に

撰
す

。

鶚
に

遼
史

拾
遺
有
り
、

已

に

著

録
す

。

嘉
轍
字
は

欒

城
、

悼

字
は

尺

鳧、

曾
字
は

幼

魯
、

皆
銭

塘
の

人
。

芝

光
字
は

蔚
九
、

呈

字
は

功
千
、

信
字

は

意
林

、

皆
仁
和
の

人
。

七

人

の

中、

惟
だ

曾
の

薦

挙
を

以

て

官
は

戸

部
郎
中
に

至

り
、

鶚
の

康
熙

庚
子

を

以

て

郷
に

挙

げ

ら

る

る

の

み

に

て
、

余
は

皆

諸
生

に

終
は

る
。

是
の

書

其
の

郷
の

南
宋
の

故
都

為

る

を

以

て

の

故
に

、

軼

聞
を

揖
撫

　

　

　
　

　
お

の

お

し
、

毎
人

各

の

詩
百

首

を

為

り
て
、

引

く

所
の

典

故
を

以

　
て

毎

首
の

下

に

註
す

。

意
は

紀
事

を
主

と

し
、

修

詞
に

在
ら

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ま
　

た

ず
。

故
に

警
句
頗
る

多
き
も
、

而

も

牽
綴
填

砌
の

処
も

亦
復

少

な
か

ら

ず
。

然
れ

ど

も
採

拠

す
る

こ

と

浩

博、

引
く

所
の

書
は

幾
ん

ど

千
種
に

及
ぶ

。

　一

字
一

句
、

悉

く
根

柢
有
り

。

　

　

　
　

　

　

あ
つ

説

部
の

菁

華
を

萃
め
、

詞

家
の

腴
潤

を

釆
る

。

一

代
の

故
実

、

　
巨
細

兼
該
し

、

頗
る

考
証

に

資
す
る

有
り
と

為
す

。

蓋

し

徒

　
に

文

章
を

以
て

論
ぜ

ず
。

　
ま

ず
参

加
詩

人
で

あ
る

沈

嘉
轍
、

呉
悼
、

陳
芝
光

、

符

曾
、

趙

弖
、

属

鶚
、

趙
信
に

つ

い

て

簡

単
に

紹
介
し

て

い

る
。

い

ず
れ
も

杭
州

の

詩

人

で
、

符
曾
と

属
鶚

以
外
は

諸

生
に

す
ぎ

な
い

、

と
あ

る
が

、

符
曾

に

し

て

も
、

戸

部
郎

中
の

職

を

得
た

の

は
、

『

南
宋

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ハ
る　

雑

事
詩
』

以
後
の

こ

と
で

あ
り
、

こ

の

時

点
で

は

詩
人
は

全
て

無

位
無

官
で

あ
っ

た
。

こ

う
し

た
一

地

方
の

在

野
の

詩
人
た

ち
が

共

同
で

詠
じ

た

詩

を
編

纂
し

た

も
の

が

『

南
宋

雑
事

詩
』

な
の

で

あ

334

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　卜hddle 　Ages

る
。

作
品
の

内

容
は

、

杭

州
の

逸
聞

を

拾
い

集
め

て

各
自

百

首

ず

つ

詠
じ

、

詩
ご

と

に

典
故

を

明

示

し

た

注

を

つ

け

た

も
の

で

あ
つ

て
、

事

実
の

記

録
に

主

眼

が

あ

る

た

め
、

詩

句
に

は

警
句
が

多
い

と

は

い

え
、

語

句
を

無
理

に

集
め

て

埋

め

た

よ

う

な

も

の

も

多
い

と

評

さ

れ
て

い

る
。

し

か

し
、

注
に

引
い

た

典
拠
は
一

千
種

に

も

及
び

、

詩

句
は

全

て

典
故
が

あ
り

、

そ

れ

ら

は

筆
記

類
の

精

華
、

詩

人

た

ち

の

豊

潤
な

言
葉
か

ら
選

ん

だ

も

の

で

あ
る

と

い

う
。

こ

う
し

て

南
宋

時

代
の

故
実
に
つ

い

て
、

巨

細
漏

ら

さ

ず

網
羅

し
、

「

考

証
」

に

資

す
る

も
の

で

あ
っ

て
、

文

辞
だ

け
で

論

じ

ら

れ

る

も

の

で

は

な
い

、

と

い

う
。

「

総

目

提

要
」

で

は
、

属

鶚

『

樊

謝

山

房
集
』

の

項
で

も

『

南

宋
雑

事
詩
』

を

と

り

あ

げ
、

「

皆
考

証

詳

明
、

足

以

伝

後
。

（

皆
考

証

詳

明
に

し

て
、

以

て

後
に

伝
ふ

る

に

足

る
。

ご

と

述
べ

、

こ

の

作

品
の

価

値

を

考

証

に

見

出
し

て

い

る
。

　
こ

の

『

南
宋

雑

事
詩
』

は
、

明
の

田

汝

成
の

『

西

湖
遊

覧
志
』

『

西

湖

遊

覧
志

余
』

を
補

う
も
の

と

し

て

作

成
さ
れ

た
。

『

南
宋

雑

事
詩
』

凡

例
に

次
の

よ

う
に

言

う
。

此
編
為

補
田

副
使
西

湖
志

、

志

余
而

作
、

凡

田

志

所
有

則
避
之
、

或
同
一

事
而

田

志

所
録
未

詳
、

広

為

捜
羅

、

用

資

博

覧
、

其

中

或
有

抵

牾
随

事
考
訂

。

　

此
の

編

田

副
使

の

西

湖

志
、

志

余

を

補
は

ん

が

為
に

し

て

　

作

り
、

凡

そ

田
の

志

に

有
る

所

は

則
ち
之

を

避

け
、

或

は

同

　
一

事

に

し

て

田

の

志

に

録

す

る

所
の

未

だ

詳
し

か

ら

ざ

る

　

は
、

広

く

捜
羅

を

為
し
、

用
て

博
覧
に

資
す

。

其
の

中
に

或

は

抵

牾
有
れ

ば

事
に

随
ひ

て

考
訂

す
。

　

『

西

湖
遊

覧
志
』

及

び

『

志

余
』

は
、

宋

代
を

中
心
と

し

た

西

湖
及

び

杭
州

の

風

景
、

軼
聞

な
ど

を

記

し

た

も
の

で
、

「

四

庫

全

書

総
目

提

要
」

に

「

其

体
在

地
志
、

雑
史

之

問
。

（

其
の

体
は

地

志
、

雑

史
の

間

に

在

り
。

）
」

（

『

四

庫
全

書

総

目
』

巻
七

十
）

と

あ

る

よ

う
に
、

地

方
誌
と

雑

史
と

の

間
の

形

式
と

い

え

る

も
の

で
、

詩
で

は

な
い

。

ま

た

「

総

目

提

要
」

は
、

『

西

湖

遊

覧
志
』

の

欠

点
と

し

て

「

惟

所

徴
故
実
、

悉

不

列

其

書
名

、

遂
使

出
典

無

徴、

莫

能
考
証

其
真

偽
。

是

則
明

人

之

通
弊
、

汝
成
亦

未
能

免

俗
者

矣
。

（

惟
だ

徴
す
る

所
の

故
実
、

悉

く
其
の

書

名
を
列

せ

ず
、

遂
に

出

典
を

し

て

徴
す

る

こ

と

無
か

ら

し

め
、

能
く

其
の

真

偽
を

考
証

す

る

莫
し
。

是
れ

則
ち

明
入
の

通

弊
、

汝
成
も

亦
た

未
だ

俗
を

免
る

る

こ

と

能

は

ず
。

）

」

と
、

出

典
の

記

載
が

瞹

昧
で

あ

る

た

め

に
、

考

証
の

手

段

が

な

い

こ

と

を

挙
げ
、

明
人
の

通

弊
で

あ

り
、

俗
で

あ

る
、

と

批
判

す
る

。

一

方

『

南

宋
雑

事
詩
』

凡

例
は

最

後
の

条

に

次
の

よ

う

に

い

う
。

詩

以
紀
事

、

事

即
注
於

下
。

往
往
合

数
事

以
成
一

詩
、

鱗

次
分

注
、

詳

載
書
名
、

并

列
総
目

於

首
、

登

紀

作
者
姓

氏
。

詩

僅
七

百

首
、

而

隷
事

幾
数
千

条
、

冀

観
者
因

詩

釈

注
。

或
他
目

修

郡

邑
志

乗
者
於

斯
弗

棄
。

第
辞

意
未
工

、

援
据

未
確
、

索
瘢
指

垢
、

願
俟

君
子

。

　

詩

は

以

て

事
を

紀
し

、

事
は

即
ち

下
に

注

す
。

往

往

数

事

　
を

合
は

せ

て

以

て
一

詩
と

成
し

、

鱗
次
分
注

し
、

詳
か

に

書
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名
を

載
せ

、

并
び

に

総

目

を

首

に

列

し
、

作
者
の

姓

氏

を

登

紀
す

。

詩

は

僅
か

七

百

首
の

み

に

し

て
、

隷
事
は

幾
ん

ど

数

千
条
、

観

る

者
の

詩

に

因
っ

て

注

を

釈

き
、

或
は

他
日

郡

邑

志

乗
を

修
む

る

者

斯
に

於

い

て

棄
て

ざ

ら
ん

こ

と

を

冀

ふ
。

第
だ

辞

意
未
だ

工

な
ら

ず
、

援

据
未

だ

確

か

な

ら

ず
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ま

索
瘢
指

垢
、

願
く
は

君

子

を
俟

た

ん
。

　
こ

れ

は
、

『

西

湖

遊

覧
志
』 、

『

志

余
』

の

欠
点

を

『

南
宋

雑

事

詩
』

が

補
い
、

書

名
人

名
な

ど

具

体

的
事

実
を

記

録

す
る

こ

と

に

拘
っ

た

こ

と

を

述
べ

た

も
の

で

あ

る
。

引
用
し

た

書
名
を

詳

細
に

記

し
、

引

用

書
の

総
目

を
巻

首
に
一

覧
と

し

て

挙

げ
、

引
用

書
の

作

者
の

氏

名
を

記
し
、

七

百

首
の

詩

に

対

し

て
、

典
故
が

数
千

条

に

及
ぶ

こ

と

を

挙

げ
、

詩
に

よ

っ

て

注

を

解
釈

し
、

後
に

地

方

志

や

史
書
を

編

纂
す
る

も

の

に

は
、

そ

の

典
故
が

用
い

ら

れ

る

よ

う

に

と

願
っ

て

作
っ

た

と

い

う
。

『

南

宋
雑

事

詩
』

は
、

こ

う
し

た

行

き
届
い

た

注

に

よ

り
、

歴

史
地

理

の

資
料
と

な
る

と

い

う

目

的

も

含
め

て

作
ら

れ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　
こ

の

作
品

が

『

四

庫
全

書
』

に

収

録

さ

れ
、

そ

の

後
南
宋
に

関

す

る

著
作
に

し

ば
し

ば

引

用
さ

れ
、

時

に

注

の

引

用
書
の

過

ち

を

指

摘
さ

れ

る

こ

と

も

あ

る

こ

と

か

ら

も
、

却
っ

て

そ
の

普
及
の

様

子

が

う
か

が

え

る
。

　
　

　
三

　

『

南

宋
雑

事
詩
』

の

詩

人
達

　
次
に

、

参
加

詩

人

た

ち

に

つ

い

て
、

主

に

『

南

宋
雑

事
詩
』

に

に

関
わ

る

点
を

中
心

に

見

て

い

く
こ

と

と

す

る
。

七

人
の

詩

人
は
、

そ

れ

ぞ

れ

の

知

名
度
に

大
き

な

差
が

あ
る

。

　

南
宋

雑

事
詩
七

巻
、

為
沈

嘉
轍
、

呉

悼
、

陳
芝

光、

符

曾
、

趙

弖
、

属

鶚、

趙

信
等
同

撰
。

毎

人
撰
七

言

絶
句
壱

百
首
、

以

詠
南
宋

故
事

、

各

註

出
典
於
下

、

所
引

之

書

幾
及

千

種
、

極

為

博
贍

。

内

中
以

属
鶚

最
負
盛

名
、

詩
材

雋
異
、

撰
述

等
身

。

余

子

文

学

雖
少

見
、

而

所
作

乃

工

力

悉

敵
、

亦

皆
当
時

博
贍
之

士
。

故
属

鶚
引

為
知
己
、

同

列
一

社
、

実

非
無

因
。

　

　

　
（

劉

声
木

『

萇
楚

斎
五

筆
』

巻
三

「

論
南
宋

雑
事

詩
」

）

　

　

南
宋

雑
事

詩
七

巻
、

沈

嘉

轍、

呉
悼
、

陳
芝

光
、

符

曾、

　

趙

弖
、

属

鶚、

趙

信
等
同

撰
為

り
。

人

毎
に

七

言

絶
句
壱

百

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
お
の

お

　

首

を

撰
し
、

以
て

南

宋

故

事
を

詠
じ
、

各

の

出

典
を

下

に

　

註

し
、

引
く

所
の

書
幾
ん

ど

千

種
に

及

び
、

極

め

て

博

贍
と

　

為
す

。

内
中

属

鶚
を
以

て

最

も
盛

名
を

負
ひ
、

詩

材
雋

異
、

　

撰
述
身
に

等
し

。

余
子

は

文

学
は

少

見

す
と

雖
も
、

而

る

に

　

作
る

所
は

乃

ち
エ

カ
悉

く
敵
し

、

亦

た

皆
当
時

博

贍
の

士

た

　

り
。

故
に

属

鶚
引
き
て

知

己

と

為
し
、

同

に
一

社
に

列

す
る

　

は
、

実

に

因
無
き

に

非
ず

。

　
こ

こ

に

見
え
る

よ

う
に
、

詩

人

と

し

て

は

属

鶚
が

飛

び

抜
け
て

お

り
、

清

朝
前

期
の

詩

壇
を

代
表

す
る

人
物

と

い

っ

て

よ

い
。

宋

に

関
わ

る

優
れ

た

著
述

も

多
く
、

四

庫
全

書
に

収

録
さ

れ
て

い

る

も

の

だ

け
で

も
、

『

南

宋
雑

事
詩
』

の

他
に
、

『

遼

史

拾
遺
』

『

東

城

雑
記
』

『

南

宋

院
画

録
』

『

樊
謝

山

房

集
』

『

宋
詩

紀

事
』

『

絶

妙
好
詞

箋
』

が

あ

る
。

符
曾

は

属

鶚
と

ま

で

は

い

か

な
い

が
、

当
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時

詩

人
と

し

て

人

気
が

あ

り
、

各
地

の

詩

社
で

活

躍
し

た

人
物
で

あ

る
。

呉

悼
と

、

趙
呈
、

趙
信

は

蔵

書

家
と

し

て

名
高
い

。

そ
の

一

方
、

沈

嘉

轍
、

陳
芝

光
の

両
名
は
、

『

南
宋
雑
事
詩
』

に

よ

っ

て

の

み
、

そ
の

名
が

伝
わ
っ

て

い

る

と

い

っ

て

よ
い

。

し

か

し
、

残

さ

れ

た

作

品
が

少

な

く
と

も
、

『

南
宋

雑

事
詩
』

の

中
で

は

対

等
の

実

力
が

あ
る
、

と

劉

声
木
は

評
し

て

い

る
。

　

そ

こ

で
、

以

下
、

『

南

宋

雑
事

詩
』

当

時
を

中
心

に

し

て
、

伝

記

資
料
の

あ

る

者
に

つ

い

て

は

そ

れ

を

用

い
、

ま

た

伝
記

資
料
の

伝
わ

ら

な
い

者
に

つ

い

て

は
、

周

辺

資
料
か

ら

で

き

る

だ

け

関
係

す
る

記

述
を

集
め
、

当
時
の

杭
州

詩
壇
の

様
子

と

詩

人

に

つ

い

て

明
ら

か

に

し

て

み

た
い

。

　
　

　

（

一
）

属
鶚

　

属

鶚

2
六

九

二

〜
一

七

五

二
）

は
、

字

を

太
鴻

と
い

い
、

樊

謝
と

号
し

た
。

清
代
を

代
表

す
る

詩
人

の
一

人

と

さ

れ
、

清

朝
浙

派
の

代

表
的

詩

人
と

評
さ
れ

る
。

詞
に

も

長
け
、

ま

た

先
に
述
べ

た

よ

う
に

『

南
宋
院
画
録
』

な
ど

朱
代
の

考
証
に

資
す
る

多
く

の

著
述
で

知

ら

れ
る

。

ま

ず
、

そ
の

全

体

像
を

『

清
史

稿
』

の

記
事

を
元

に

見
て

み

よ

う
。

　

属

鶚
、

宇
太

鴻
、

銭

塘
人

。

家
貧

、

性

孤

峭
、

不

苟

合
。

始

為

詩
即

得
佳
句

。

於

学
無

所
不

窺
、

一

発

之
於

詩
。

康
煕
五

十

九

年
、

李

絨

典
試

浙
江

、

得

鶚
巻

、

閲
其

謝

表
、

日
、

此
必

詩

人

也
。

亟

録
之

。

計
偕
入

都
、

尤

以

詩
見

賞
湯
右
曾

。

再
試

礼

部

不

第
。

乾

隆
元

年、

挙

鴻
博
、

誤
写

論

置
詩

前
、

又

報

罷
。

其
後

赴
都
銓
、

行
次
天

津
、

留
友

人
査
為

仁
水

西

荘
、

觴

詠
数

月
、

不

就
選

帰
、

卒
。

年
六

十
一

。

　

鶚

捜
奇

嗜
博

。

揚

州
馬

日

珀
小

玲
瓏

山
館

富
蔵

書
、

鶚
久

客

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
　
マ

マ　

其
所
、

多
見

宋

人

集
、

為

宋
詩
紀

事
一

百

巻
。

又

南
宋

画

院
録

、

遼
史
拾

遺
、

東

城
雑

記
諸
書
、

皆
博
洽
詳

贍
。

詩

刻
錬
、

尤
工

五

言
、

有
自

得
之

趣
。

詩
余

亦
擅

南
宋

諸
家
之

長
。

…

…

鶚
嘗

与

趙

信
、

符
曾
等

人

各
為
南

宋
雑
事

詩
一

百
首
、

自
采

諸

書
為

之

注
、

徴

引

浩

博
、

考

史
事

者

重
之

。

（
『

清

史

稿
』

巻
四

百

八

十
五

　
属

鶚
）

　

属

鶚
、

宇
は

太

鴻
、

銭

塘
の

人
。

家
は

貧
、

性

孤

峭
に

し

　
て

、

苟
合
せ

ず
。

始
め

詩
を

為
る

に

即
ち

佳

句
を

得
。

学
に

　

於
て

窺
は

ざ

る

所
無

く
、

一

た
び

之

を
詩

に

発

す
。

康
熙

五

　

十

九

年
、

李

絨

浙

江
に

典

試
た

り

て
、

鶚
の

巻

を

得
、

其

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

す

み

　
の

謝

表
を

閲
し

て
、

日

く
、

此
れ

必

ず
詩

人
な

ら
ん
、

と
。

亟

　

や
か

に

之

を

録

す
。

計
偕
し

て

都
に

入

る

に
、

尤

も

詩
を

以

　
て

湯
右
曾
に

賞
せ

ら
る

。

再

び

礼

部
に

試

み

ら

る

る

も

第
せ

　

ず
。

乾
隆

元

年
、

鴻

博
に

挙
げ
ら
れ

、

誤
り
て

論
を

写
し

て

　

詩
前
に

置
き

、

又

報

罷
む

。

其
の

後
都
銓

に

赴
き
、

天

津
に

　

行
次
し

、

友
人
査

為

仁
の

水

西

荘
に

留
ま

り
、

觴
詠

す
る

こ

　
と

数
月

、

選

に

就
か

ず
し

て

帰
り

、

卒
す

。

年
六

十
一

。

　

　
鶚

奇
を

捜
し

博
を

嗜
む
。

揚
州

馬
日

珀

の

小

玲

瓏

山
館

　

蔵
書
に

富
み

、

鶚
久
し

く
其
の

所
に

客
た

り
て

、

多
く
宋

人

　
の

集
を

見
、

宋
詩

紀

事
→

百

巻
を

為
る

。

又

南

宋

画

院
録
、

　

遼
史

拾
遺

、

東

城
雑

記
諸

書
、

皆

博
洽
詳

贍
た

り
。

詩

は

刻

　

錬
し

、

尤
も

五

言
に

工
、

自

得
の

趣

有
り

。

詩

余

も
亦

た

南
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宋
諸

家
の

長
を

擅
に

す
。

…

…

鶚
嘗
て

趙

信
、

符

曾
等
の

人

　
お

の

お

と

各

の

南

宋

雑

事
詩
一

百

首
を

為

り
、

自
ら

諸

書
を

采
り

て

之

が

注

を

為
し
、

徴
引
す

る

こ

と

浩

博
、

史
事
を

考
ふ

る

者
之

を

重

ん

ず
。

　

郷
試
の

試

験

官
李
絨

を
し

て

「

詩
人

な
り

」

と

言
わ

し

め

た

属

鶚
の

詩

才
は
、

学
に

於

い

て

窺
わ

ざ
る

な
し

と

い

う
学

識
に

支

え

ら

れ
た

も
の

で

あ
っ

た
。

康
熙

五

十
九

年
、

二

十

九

歳
の

時
、

李

絨

に

認
め

ら

れ
、

挙
人

と

な
っ

て
、

北

京
に

赴
き

、

湯
右
曾

に

も

評

価
さ

れ

た

が
、

会
試

に

は

落

第
す

る
。

そ

の

十

六

年

後
、

乾
隆

元

年
、

四

十
五

歳
の

時

に

博
学

鴻
試

に

推

挙
さ
れ

る

が
、

答

案
の

書
式
を

誤

り

不

合
格
と

な

る
。

そ
の

後
は

乾
隆

十
三

年
、

五

十
七

歳
で

職
を

求

め

て

再

び

北

上

し

た

が
、

天

津
水
西

荘
に

留

ま
っ

て

天

津

詩
壇
で

の

唱
酬

を

楽
し

み
、

そ

の

ま

ま

滞

在

し

て

三

ヶ

月

後

に

は

職
に

就
く

こ

と

も
な

く

帰
郷

し

て

し

ま
っ

た
。

こ

う

し

て

癘

鶚
は

博
学

鴻
試

に

推

挙
さ

れ

る

と
い

う
栄

誉
を

得
な

が

ら

も
、

正

式

な

官
途

に

就

く
事
無

く

終
わ
っ

た

の

で

あ

る
。

　

そ
の

間
、

『

清

史

稿
』

に

あ

る

よ

う
に

、

揚
州

馬

氏

の

小

玲

瓏

山

館
に

寄

寓
し

、

蔵

書
を

利

用

し
、

『

宋

詩

紀
事
』

に

代
表

さ
れ

る
、

宋
に

関

わ

る

多
く

の

著

作
を

残

し

て

い

る

の

だ

が
、

揚
州

に

移
っ

た

の

は
、

『

南

宋

雑

事
詩
』

完

成
の

年
で

あ

る

雍
正

二

年
で

あ

る
。

　

で

は
、

雍
正

二

年

以
前
、

『

南

宋

雑
事

詩
』

の

頃
の

属

鶚
に
つ

い

て

見

て

み

よ

う
。

『

南
宋

雑

事
詩
』

の

詩

人

と

の

唱

酬
が

最

初

に

見

え

る

の

は
、

康
熙

六

十
一

年
、

つ

ま

り

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

前

年
の

「

湖

上

秋
陰
同

陳
楞
山

符

幼
魯
施

竹
田

張
東
扶

作
」

（

『

樊

謝

山
房

集
』

巻
二
）

で
、

符
曾
の

名
が

あ

る
。

そ
の

翌

年、

雍
正

元

年
と

二

年
に

は
、

「

寒

夜
同

沈

欒

城

杭
大

宗

集
趙
功

千
二

林

吟

屋

分

詠

歳

除

節

物
二

首
」

、

「

同

沈

欒
城
呉

尺

鳧

趙
功

千

登
六

和

塔
」

な

ど
、

同

人

と

の

倡

和
が

見
え

る
。

こ

れ

ら

の

詩

人
と

共

に

詠
ん

だ

詩
は

、

雍
正

二

年

に

揚

州
に

旅
だ
っ

て

以

後
、

見
ら

れ

な

く
な
る

。

こ

の

こ

と

は

『

南
宋

雑

事
詩
』

の

制

作
は

雍
正

元

年
、

二

年
だ
っ

た

こ

と

を

裏
付
け

て

い

る
。

　

更

に
、

杭
州
で

若
い

時
か

ら

唱
酬

し

た

仲
間
で

あ

る

杭
世

駿
は

、

次
の

よ

う

に

記

し

て

い

る
。

余
少
時

鋭

意
科
挙

之

学
、

先
師

又

禁
不

得

為
詩

。

後
得

交
於

趙

氏

谷

林
昆

季
、

谷

林
有
園

亭
、

甲

於

通

邑
。

其
時

沈

个
庭

、

符

薬
林

両
詩

人
、

皆
主

其

家
。

嘗

所

往
来
、

呉
明

経
繍
谷
、

属

孝

廉
樊

謝
、

及
余
三

人
則

蒋
径
之

羊

求
也

。

霜
宵
昼

時
、

二

林

吟

屋

效

劉
白
之

侶
酬
、

闘
孟

韓
之

聯
句

。

　

　

　

（
『

道
古
堂
文

集
』

巻
九

「

趙
谷

林

愛
日

堂

吟
藁
序
」

）

　

余

少
き

時

科
挙
の

学
に

鋭

意
し

、

先

師

又

禁
じ

て

詩

を

為

　

る

を

得

ず
。

後

交
を

趙

氏

谷

林
昆

季
に

得
、

谷

林
に

園
亭

　

有
り

て
、

通

邑
に

甲

た

り
。

其
の

時
沈

个
庭、

符

薬
林

の

両

　

詩

人
、

皆

其
の

家
に

主

る
。

嘗
て

往

来

す
る

所
、

呉

明

経

　

繍
谷
、

属

孝
廉
樊

樹、

及

び

余
の

三

人
は

則
と

蒋
径
の

羊
求

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な
ら

　

な

り
。

霜

宵
昼

時
、

二

林

吟

屋

劉

白
の

倡
酬

に

效
ひ
、

孟

　

韓
の

聯
句
を

闘
は

す
。
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こ

れ

は
、

趙
呈

の

園

亭
に

、

『

南

宋

雑
事

詩
』

の

参
加

者
と

杭

世
駿
と

が

集
ま
っ

て
、

唱
酬

し

た

こ

と

を

記
し

た

も
の

で

あ

る
。

こ

こ

に

は

陳
芝

光
以

外

の

メ

ン

バ

ー
が

全

員
揃
っ

て

い

る
。

更
に

こ

の

時
、

沈
嘉

轍
と

符
曾
は

趙
呈

の

屋

敷
に

寄
寓
し

て

い

た

と

い

う
。

そ

こ

に

呉

悼
、

属

鶚
、

杭

世
駿
の

三

人

が

訪
れ
、

連
日

唱
酬

や

聯

句
を

楽
し

ん

だ

と
い

う
。

　
こ

の

よ

う
に
、

『

南

宋

雑
事

詩
』

制
作

の

時

期

に
、

属

鶚
を

始

め

詩
人

達
は

、

趙
昼

の

元

で

唱

酬

を

行
っ

て

い

た
の

で

あ
り

、

『

南

宋

雑
事

詩
』

は
、

唱
酬
の

中
で

作
ら

れ

て

い

た

と
い

っ

て

よ

い
。

陸

謙
祉

「

属
樊
謝

年
譜
」

雍
正

元

年
の

「

時

湖
上

觴
詠
極

盛
、

有

南

宋
雑

事
詩
」

の

記

述
は
、

そ

の

こ

と

を

裏
付

け
て

い

る
。

　
そ

の

後
属

鶚
は

、

揚
州

に

移
り

更

に

後
に

は

天

津
に

移
動
し

て
、

詩
壇

の

領
袖
と

し
て

唱

酬
の

場

で

活
躍
し

た

こ

と

は
、

弟

子
の

注

沈
の

記
述

に

見
る
こ

と

が

で

き

る
。

韓
江
之

雅

集
、

沽
上
之

題

襟
、

雖

合
群

雅
之

長
、

而

総

持
風

雅
、

実
先
生

為
之

倡
率
也

。

　

　

　

（

汪

抗
「

樊
謝
山

房

文

集
序
」

）

　

韓

江
の

雅
集

、

沽
上

の

題

襟
、

群
雅
の

長
を

合

す

と

雖
も

、

　

風

雅
を

総
持
す

る
は

、

実
は

先
生

之

が

倡

率
を

為
す
な

り
。

　
こ

う
し

て

各

地
の

詩
壇
で

活

躍
す

る

以

前
、

す
で

に

杭
州

で

盛

ん

に

唱
酬

を
行
い

、

『

南

宋
雑
事
詩
』

を

制
作
し

て

い

た

こ

と

が
、

地

方
で

の

活

躍
を

助

け
る

こ

と

に

な
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら

れ
る

。

　
更

に

同

時

期
の

、

唱
酬

以

外
の

活
動

を

見
て

み

る

と
、

『

南
宋

雑
事
詩
』

の

二

年
前
、

康
熙
六

十

年
に

『

南

宋
院

画
録
』

を

撰
し

て

い

る
。

こ

れ

は

各
種

資
料
か

ら

伝
記
を

集
め

て

注
を
つ

け

た
も

の

で
、

『

南
宋

雑
事

詩
』

に

比
べ

る

と

引
用

書
は

遥
か

に

少
な

い

が
、

資
料

名
を

記

す
な

ど
、

著
述
方
針

の

根

底
は

同
じ

で

あ

る
。

そ

し

て

雍
正

二

年

『

南

宋

雑
事
詩
』

完
成
と

と

も
に

、

揚
州

に

移

り
、

馬

日

珀
の

蔵

書
と

、

杭
州
、

揚
州

を
中

心

と

し

た

多
く

の

知

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ハ
うい

人
の

助
け

を

借
り

て

『

宋
詩

紀
事
』

を

作
成
し

て

い

る
。

　
『

宋
詩

紀
事
』

の

記
述

に

は
、

『

南
宋
雑
事

詩
』

を

踏
ま

え

た

も
の

が

多

く

見
受
け

ら
れ

る
。

そ

の

後

の

癘

鶚
の

宋
代
に

関
す

る

著
述
は
、

『

南
宋

院
画
録
』

で

の

経
験
と

『

南
宋

雑
事
詩
』

制

作
の

経

験
の

上

に

積
み

重
ね

ら

れ

た

と

い

え

る

だ

ろ

う
。

　

蔵
書

家
の

元
で
、

詩

会
の

唱
酬

と

考
証

の

著
作
に

同
時

に

取

り

組
む

、

と
い

う

属

鶚
の

方

法
は
、

揚
州
、

天

津
で

も

引
き

継
が

れ

て

い

く
が
、

そ
の

最
初
が

こ

の

『

南
宋
雑

事
詩
』

で

あ
っ

た

と

い

え

よ

う
。

　

　

　
（

二
）

趙
呈
、

趙

信

趙
豊

（

＝
ハ

八

九

〜
一

七

四

七
）

は
、

原

名
を

殿

昴
と

い

い
、

字

は

功
千

、

谷
林
と

号
し

た
。

『

愛

目

堂

集
』

が

あ

る
。

趙

信

（
一

七

〇
一

〜
？

）

は

そ

の

弟
で
、

字
は

辰
垣
、

意

林
と

号
し

た
。

仁

和
の

人
で

あ

る
。

『

秀

硯
斎

吟
稿
』

な
ど

が

あ
る

。

　
こ

の

二

人

は
、

浙

江
を

代
表

す
る

蔵
書

家
と

し

て

名
高
い

。

蔵

書
楼
で

あ

る

小

山
堂

は

杭
州

詩

会
開

催
の

場
と

な
っ

た
。

趙
豊

、

字
功
千

、

浙
江
仁

和
人

。

諸
生

。

…

…

築
小

山
堂

蔵
之

、
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不
二

十
年

挿
架
之

盛
、

幾
与

曠
園
埒

。

時

銭

塘
呉

悼
亦

好
蔵

書、

毎

得
一

異
本
、

旻
必

鈔
存

校

勘、

為
之

跋
語

。

性

復
好

客
、

同

学
之

士

借
読

其
家

、

則

解
衣
推
食
以

鼓

舞
之

。

昼
、

信
並

工

詩
、

与

杭
世

駿
、

属
鶚

、

全

祖
望

等

相
唱

和
。

嘗
与
沈

嘉

轍
七

人

各

賦

南
宋

雑
事

詩
百

首
、

為
海

内

所

称

説
、

　一

時

有
二

林
之

目
。

二

林
者

、

豊

号
谷

林
、

信
号

意
林
也

。

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
（

『

清
史

列

伝
』

巻

七

十
一
）

　

趙
呈

、

字

は

功

千
、

浙
江

仁
和
の

人
。

諸
生

。

：

：

：

小

山
堂

　

を

築
き

之

を

蔵
し

、

二

十

年
な

ら

ず
し

て

挿
架
の

盛
、

幾
ど

　
　

　

　
ひ
ご

　

曠
園
と

埒

し
。

時
に

銭
塘
の

呉

悼
も

亦

た

蔵
書

を

好
み

、

一

　

異
本

を
得

る

毎
に

、

呈
必

ず
鈔

存
し

て

校
勘
し

、

之

が

跋
語

　
　
つ

く

　

を

為
る

。

性

復
た

客
を

好

み
、

同

学
の

士

其

の

家
に

借

読

　

せ

ん

と

す
れ
ば

、

則
ち

解
衣
推

食
し

て

以
て

之

を

鼓
舞

す
。

　

豊
、

信
並

び
に

詩

に
工
、

杭
世

駿
、

属

鶚、

全

祖
望
等

と

相

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
お
の

お

　

唱
和

す
。

嘗
て

沈

嘉

轍
七

人

と

各

の

南
宋
雑

事

詩

百

首

を

　

賦
し

、

海

内
の

称
説

す
る

所
と

為
り

、

一

時
二

林
の

目

有

り
。

　

二

林
と

は
、

豊

谷

林
と

号

し
、

信

意
林
と

号
す
れ

ば
な

り
。

　

趙

氏
の

蔵
書
は

、

母

方
の

蔵

書
家
祁
氏

の

曠

園
の

蔵

書
を

引
き

継
い

だ

も

の

で
、

善
書
が

多
か
っ

た

と

言
わ

れ
る

。

趙

豊
達
は
、

同

じ

く

杭
州
の

蔵

書

家
で

あ
っ

た

呉
悼
と

交

際
し

、

行
き
来
し

て

珍

し

い

書
籍

は

書

写
し
、

校

勘
も

行
っ

て

い

る
。

同

学
の

士

が

本

を

借
り

に

来

れ

ば
、

生

活
の

世
話
も

し

た
と

い

う
。

沈
嘉

轍、

符

曾

が

趙

家
に

客
と

し

て
一

時

滞
在
し

て

い

た

と
い

う
の

は
、

同
学

の

士

と

し

て

で

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

更
に

全

祖
望
の

「

小

山
堂

蔵

書
記
」

に

は

「

谷
林
但

取

近
年

所
得

地
志

示

予、

其
自

明
成

化

以

前
者

、

已

及

千

種
（

谷

林
但
だ

近
年

得
し

所
の

地
志
を

取
り

て

予

に

示

し
、

其
の

明

の

成

化
よ

り

以

前
の

者
、

已

に

千

種
に

及

ぶ
。

）

（

全

祖
望
『

鮎

埼
亭
集

外
篇
』

巻

十
七

「

小

山
堂

蔵
書

記
」

）

と
、

明

以

前
の

地

志

も

蒐
集
し

て

い

た

こ

と

が

見
え

、

『

南

宋
雑

事
詩
』

に

提

供
す
べ

き
資
料

を

数

多
く

蔵
し

て

い

た

こ

と

が

わ
か

る
。

　
ま

た

彼
ら

は

単
に

蔵
書

家
と

し

て

知
ら

れ
た
わ

け
で

は

な
く
、

杭
世
駿
、

属

鶚
、

全

祖

望

ら

の

名

士

と

盛
ん

に

唱
和

し

て

い

る
。

制
作

時

期
の

と

こ

ろ
で

み

た

よ

う
に

、

『

南
宋
雑
事
詩
』

は
、

趙

呈
、

趙
信
の

小

山
堂
の

南
楼
で

作
ら

れ
た

。

そ
こ

は

「

予

与

意

林

読
書
処

（

予

と

意
林
と

読
書
の

処
）

」

（

趙
呈

『

春

草
園
小

記
』

「

二

林

吟
屋
」

）

と

言
う

よ

う

に
、

勉
強

の

揚
で

あ
り

、

多
く

の

書

籍

に

囲
ま
れ

て

の

詩

作
で

あ
っ

て
、

遊

び

だ

け
の

詩

会
と

は

趣
が

異

な

る

も
の

で

あ
っ

た

こ

と

が

う
か

が

わ
れ

る
。

　

当
時
、

趙

兄

弟
が

い

か

に

人

気
を

博
し

て

い

た

か

に

つ

い

て
、

癘

鶚
は

次
の

よ

う
に

記

し

て

い

る
。

然
大

江
南
北、

言
経
術

、

究

風
雅

者
、

道

武
林
必

指
小

山
堂
、

以
二

林
氏

為
帰

、

如

衆
流
之

赴

壑
。

　

（

『

樊
樹

山
房
文

集
』

巻
四

「

趙

母

朱
太

孺
人
七

十

寿
序
」

）

　

然
ら

ば

大

江
の

南
北
、

経
術
を

言
ひ
、

風

雅

を
究

む

る

者
、

　

武

林
に

道
し

て

は

必

ず
小

山

堂

を

指
し

、

二

林
氏

を

以
て

帰

　

と

為
し
、

衆

流
の

壑
に

赴
く
が

如
し

。
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学

者
、

詩
人
い

ず

れ
も

杭
州
に

立

ち

寄

れ
ば

必
ず
趙
氏

の

小

山

堂

を
め

ざ
し

、

趙

星
、

趙
信
の

も
と

に

続
々

と

人
が

集
ま
っ

た

と

い

う
。

　

小

山
堂
で

の

唱

酬
の

参
加

者
は

以

下
の

よ

う

な
人
々

で

あ
る

。

趨
豊

、

原
名
殿

昂
、

字
功

千
、

号

谷
林

、

仁

和
入

。

…

…

符

南

樵
日
、

谷
林

徴
君
与

張
東

亭
、

属

樊
謝

、

沈

欒
城

、

陳

蔚
九

、

符

幼
魯

、

施
静

巖
、

張
継

青
唱

和
、

有
小

山
堂
唱

酬

稿
。

家

有

蔵

書
数
万

巻
、

与

揚
州

馬
秋
玉

相

埒
、

其
好

客
亦

如
之

。

　

　

　

　

　

　

　

　
（

『

晩

晴
霧

詩

匯
』

巻
七

十
三

「

趙
豊
」

）

　
趙
豊

、

原
名

殿
昂
、

字
は

功
千
、

谷

林
と

号
し

、

仁
和

の

人
。

　
符

南
樵
曰

く
、

谷

林

徴
君

張

東

亭
、

属

樊
謝

、

沈

欒
城

、

　
陳

蔚
九

、

符

幼
魯

、

施
静

巌
、

張

継
青
と

唱
和
し

、

小

山

堂

　
唱
酬

稿

有
り

。

家
に

蔵
書

数
万

巻
有

り
、

揚
州
馬

秋

玉

と

相

　
ひ

ご

　
埒
し

、

其
の

客
を

好
む

も

亦
た

之
の

如
し

。

　

唱

和
に

加

わ
っ

た

と

さ

れ
る

詩
人

た
ち
の

中
に

、

陳
芝

光
以

外

の

『

南
宋

雑
事

詩
』

参
加

者
が

全

員

含
ま

れ
て

い

る
。

小

山
堂
の

唱

酬
は

『

小

山

堂
唱

酬

稿
』

に

ま
と

め

ら

れ
た

と

あ

る
が
、

現
在

見

る

こ

と

は

で

き

な

い
。

　

『

南
宋

雑
事

詩
』

当
時

、

兄

弟
は

全
祖
望

、

属
鶚
ら

と

唱
和
を

楽
し

み
つ

つ
、

経
史
の

研

究

も
し

て

い

た
。

全

祖
望

の

年

譜
に

次

の

よ

う
に

記

す
。

雍
正

二

年
甲

辰
、

先
生

二

十

歳
。

　
：

：

自
昨

年
再

過
武

林、

尽

交

樊
樹

、

菫

浦
、

郵
林

、

句

山
、

谷

林
、

意
林

、

慧

田
、

立

甫

諸
先
生

、

討
論
経
史

証
明

掌
故
、

尊
酒

郵
筒

、

殆

無
虚
日

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

董

秉
純
「

全

謝

山

年
譜
」

）

　
雍
正

二

年
甲
辰
、

先
生

二

十

歳
。

…

…

昨
年

よ

り

再
び

武
林

　
に

過
ぎ
り
、

樊

樹
、

董

浦
、

郵
林

、

句

山
、

谷
林

、

意
林
、

　
昔
田
、

立

甫

諸
先

生

と

交
を

尽

く

し
、

経
史

を
討

論
し

掌
故

　
を

証
明
し
、

尊
酒

郵
筒
、

殆
ど

虚

日

無
し

。

　

雍
正

二

年
は

、

『

南
宋

雑
事

詩
』

作
成
の

時
期

で

あ
る

。

こ

の

時
、

寧
波
の

全

祖

望

は

杭
州
を

訪
れ

て

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

詩

人

を

含
む

杭
州

詩
人

達

と

交
流
し

て

い

る
。

唱
酬
の

仲

間
は

、

そ

の

ま

ま

経
史
を

討
論

し
、

掌
故
を

明
ら

か

に

す
る

仲
間
で

も

あ
っ

た

よ

う
だ

。

そ

う
し

た

集
い

が

連
日

開

か

れ

た

と
い

う
か

ら
、

当
時

の

杭
州
の

蔵
書

楼
で

の

詩

会
は
、

『

南

宋
雑
事

詩
』

の

注

を

作

成

す
る

に

ふ

さ
わ

し

い
、

唱

酬
と

学
問
の

場
で

も
あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

こ

う

し

た

場

が

あ
っ

て

こ

そ

『

南

宋
雑

事
詩
』

は

生

ま
れ

た

と
い

え

よ

う
。

　
な
お
、

兄

弟
は
、

乾
隆

元

年

博
学
鴻

試
に

推
挙

さ

れ

る

が
、

選

に

漏
れ
、

官
途

に

就

く
事

無
く

終
わ
っ

た
。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は
、

後

に

詳
し

く
述
べ

る
。

　

　

　
（

三
）

呉
悼

　

呉
悼

（

一

六

七

六

〜
一

七

三

三
）

は
、

字
は

尺

鳧、

繍
谷

と

号

し

た
。

銭

塘
の

人

で

あ

る
。

著
に

『

薬

園
詩

稿
』

、

『

渚
陸

鴻

飛

集
』

、

『

玲

瓏

簾

詞
』

等
が

あ
る

。

先
に

趙
豊

、

趙

信
の

項
で

見
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た

よ

う

に
、

蔵

書

家
と

し

て

趙
兄

弟
と

並
び

称
さ

れ
た

。

宋
元

版

な

ど

の

貴
重
な

書

籍
を

多
く

蒐
集
し

た
こ

と
で

、

『

南
宋

雑
事

詩
』

に

多
く

の

史
料

を
提

供
し

た

も

の

と

考
え

ら
れ

る
。

呉

悼
、

字

尺

鳧、

号
繍

谷
。

銭

塘
人

。

有
葯

園
詩

稿
。

…

…

呉

退

庵
日
、

尺

鳧
喜
聚

書
、

凡

宋

雕
元

槧

与
旧

家
善
本

、

若
飢

渇

之

於

飲

食、

求
必

獲
而

後
巳

。

瓶

花
斎

蔵
書
之

名
、

称
於
天

下
、

所

輯

薫

習
録

、

則

記
所

蔵
秘
冊

也
。

嘗

与
沈

欒

城
嘉
轍、

陳

蔚

九

芝

光
、

符

幼
魯

曾、

属
太

鴻
鶚

、

趙

功
千

豆
、

意

林
信

、

七

人

各

賦
南

宋

雑

事
詩

百

首
。

　

　

（

『

晩
晴

夥
詩

匯
』

巻
五

十

一
）

　

呉

悼
、

字
は

尺

鳧
、

繍
谷

と

号
す

。

銭

塘
の

人
。

葯
園
詩

稿

　

有
り

。

…

…

呉
退

庵
曰

く
、

尺

鳧

書
を

聚
む

る
を

喜
び

、

　

凡

そ

宋

雕

元
槧
と

旧

家
善

本
と

、

飢

渇
の

飲

食
に

於

け
る

が

　

若

く
、

求
む

れ

ば

必

ず
獲
て

後
已

む
。

瓶

花

斎
蔵

書
の

名
、

　

天

下

に

称
せ

ら
れ

、

輯
む

る

所
の

薫
習

録
は

、

則
ち

所
蔵
の

　

秘
冊

を

記

す
な
り

。

嘗
て

沈
欒

城
嘉
轍
、

陳

蔚
九

芝
光

、

符

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
お
の

お

　

幼

魯
曾
、

属
太

鴻

鶚
、

趙
功

千
呈

、

意

林
信
七

人

と
、

各

　

の

南
宋

雑

事
詩

百
首
を

賦
す

。

　
更

に
、

趙
豆

と

書
籍
を

互

い

に

貸
し

あ
っ

て

校

訂
し
、

眉

批
を

ほ

ど

こ

す
な

ど
、

学

者
で

も
あ
っ

た

こ

と
が

知
ら

れ
て

い

る
。

仁

和
趙

功

千

豆

小

山
堂

、

銭

塘
呉

尺

鳧
悼

繍
谷

亭
。

…

…

皆
竭

一

生

之

力
、

交
換
互

借
、

手

校

眉
批

、

不
独

其
鈔

本
可

珍
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（

葉
徳
輝

『

書
林

清
話
』

巻
十
〉

仁

和
の

趙
功

千
呈
の

小

山
堂
、

銭
塘
の

呉
尺

鳧
悼
の

繍

谷
亭

。

…

…

皆

一

生

の

力

を

竭
く
し
、

交

換
互

借
し

て
、

手
つ

か

ら

眉
批

を
校
し
、

独
だ

に

其
の

鈔

本
の

珍
す
べ

き

の

み

な

ら

ず
。

　
そ
の

蔵
書
と

学
識

が

知
ら

れ

る

の

み

な

ら

ず
、

杭
州

の

唱

酬
の

中
心
的

存
在
で

あ
っ

た

こ

と

も

よ

く
知
ら

れ

て

い

る
。

袁
枚
は

次

の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

昇
平
日
久

、

海

内
殷
富、

商

人
士

大
夫
慕
古
人
顧
阿
瑛、

徐
良
夫
之

風、

蓄
積
書
史、

広

開
壇

站
。

揚
州
有
馬

氏
秋
玉

之
玲
瓏
山

館
、

天

津
有
査
氏
心

穀
之

水
西

荘
、

杭
州
有
趙
氏
公

千
之

小

山
堂

、

呉
氏
尺

鳧
之

瓶
花
斎

。

名

流
宴
咏

、

殆
無
虚
日

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（

『

随
園
詩

話
』

巻
三
）

　
昇
平
日
久

く
し

て、

海
内

殷
富

、

商
人
士

大
夫
　
古
人
顧

阿
瑛

、

　

徐
良
夫
の

風
を

慕
ひ、

書
史
を

蓄
積
し、

広
く
壇

培
を

開
く

。

揚

　

州
に

馬
氏
秋
玉

の

玲
瓏
山

館
有
り、

天

津
に
査
氏

心

穀
の

水

西
荘

　

有
り、

杭
州
に

趙
氏
公
千
の

小

山
堂
、

呉
氏

尺
鳧
の

瓶
花
斎
有
り

。

　

名
流
宴
咏
し

、

殆
ど
虚
日

無
し

。

　

袁
枚
が

商
人
士

大

夫
で

詩

会

を
盛
ん

に

開
い

た

場

所
と
し

て

挙

げ
て

い

る

の

が

揚
州
の

馬
日

珀
の

小

玲

瓏
山

館
、

天

津
の

査

為
仁

の

水
西

荘
、

そ

し

て

杭
州
の

趙

星
の

小

山
堂
と

呉
悼
の

瓶

花

斎
で

あ
り

、

そ

こ

で

は

名
流
が

連
日

酬
唱

を

楽
し

ん

だ

と
い

う
。

し

か
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し
、

呉

悼
の

瓶
花

斎

も
、

趙
呈
の

場

合
と

同
じ

く
、

集
ま
っ

た

人

々

は
、

た

だ

酒

宴
と

唱
酬
を

楽
し

む
だ

け
で

な

く
、

同

時
に

考
証

に

も

取
り

組

ん

だ
。

こ

れ
が

杭

州
蔵

書
楼
で

の

唱
酬
の

あ
り

方
で

あ
っ

た

よ

う

だ
。

呉

悼
、

字

尺

鳬
、

銭
塘

人
。

…

…

海
内

先
達

往

往
折

輩
行
与

倡

酬

訂

証
。

而

四

方

騷
雅
遊

屐
至

武
林
、

鮮

不
延

接
把

臂
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
『

両

浙

鰌
軒
録
』

巻

十
五
）

　

呉

悼
、

字
は

尺

鳬
、

銭

塘
の

人
。

…

…

海
内
の

先
達

往

往

　
輩

行
を

折
っ

て

与

に

倡
酬
訂

証

す
。

而

し

て

四

方
の

騷
雅
遊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す

く
な

　
屐
し

て

武

林
に

至

る

や
、

延

接
把

臂
せ

ざ
る

は

鮮

し
。

　

全

国
か

ら

先
達
が

若
い

呉
悼
の

元

を

訪
ね

た
と

い

う
。

更

に
、

唱
酬

訂

証
す

、

と
い

う

よ

う

に
、

詩

作
と

考
証
を

同
時
に

お

こ

な

っ

た

と

い

う
。

当

時
の

杭
州

蔵

書
楼
で

あ
る

、

趙
氏

小

山
堂
と

呉

氏

瓶

花

斎
は

、

そ
の

活
動
内

容
も

客
人

も
共

通
し

て
い

た

こ

と

が

わ

か

る
。

　

張

糟
「

呉

繍

谷

先
生

行

状
」

（

『

碑
伝
集
補
』

巻

四

十

五
）

に

よ

る

と
、

康

熙
四

十
四

年
三

十
歳
の

時
、

康
熙

帝
に

詩

を
献
じ

て

認
め

ら

れ

た

が
、

兄
が

死

去

し
、

老
父

を

養
う
た

め

に

辞
退

。

更

に

康
熙

四

十
六

年
再

度
の

南

巡

に

は

『

歳

華
紀

麗
続

編
』

十

巻
、

『

聖

因
寺

志
』

四

巻
、

『

海

潮
集
説
』

三

巻

を

献
じ

て

皇
帝

か

ら

賛
辞
を

賜
っ

て

い

る
。

雍
正

十
一

年
、

博

学
鴻
試
の

詔

が

出
さ

れ
、

呉
悼
の

名
が

挙
が

っ

た

時
に

は

既
に

病
重

く
、

ま

も
な

く
世

を
去

っ

た
。

蔵
書

家
、

学

者
ま
た

詩

会
の

主

催
者
と
し

て

の

名
は

あ
っ

た

が
、

本

人
が

望

ん

だ
士

大

夫
と

し

て

の

地

位
や

名

誉
を

手

に

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロ
おロ

る
こ

と

は

適
わ

な
か
っ

た

の

で

あ
る

。

　

　

　
（

四
）

符
曾

　

符
曾
（

＝
ハ

八

八

〜

？
）

は
、

字

を
幼

魯
と
い

い
、

又

の

字
を

薬

林
と

い

う
。

乾
隆

元

年
の

博

学
鴻
試
に

推
薦
さ

れ

た

が
、

親
の

死
去

に

伴
い

、

試
験
に

参
加

す
る

こ

と
は

な

か
っ

た
。

大

理

卿
汪

滌
の

推
薦
を
受
け

て

戸

曹
貴
州

司
の

低
い

役
職
に

つ

き
、

最

終
的

に

陝
西
司

郎
中
と

な
っ

て

い

る
。

そ

の

間
、

揚
州

の

馬
日

珀
の

小

玲

瓏
山
館
、

天

津
の

査

為

仁
の

水
西

荘
な
ど

に

滞
在
し

、

唱

和
を

繰
り

返

し

た
。

『

于

役
河

千

集
』

、

『

雪

泥
鴻

稿
』
、

『

半

春
唱

和

集
』

、

『

玩
易
吟
』

『

春
鳬
小

稿
』

が

あ

る
。

　
符

曾
に

は
、

趙
呈

の

息
子

で

あ
る

趙
一

清
が

著
し

た

「

符

葯
林

先
生

伝
」

が

あ

る
。

そ

こ

か

ら

『

南

宋
雑

事
詩
』

に

関
わ

る

部
分

を

見
て

み

よ

う
。

先
生

氏

符
、

諱
曾

、

字

幼
魯
、

一

字
葯
林

。

…

…

当
是

時

浙
中

名
士

如

林
、

海

寧
査

初
白
老
人

以

耆
宿

領

袖
群

英、

先
生

謁

焉
。

降
礼
延

接
、

目

為
遠

大
之

器
。

已

而

与

先
君

子

及

沈
个
庭

、

呉

繍
谷

、

陳
南

邨
、

属

樊

謝
、

意
林

六

父

共

成

南
宋

雑
事

詩
七

百

首、

初
白
名

之

日

七

君

子
、

為
之

序

而

広
其

伝
。

　

　

　

　
（

趙
一

清
『

東
潜
文

稿
』

巻
上

「

符
葯
林

先
生

伝
」

）

　

先
生
氏

は

符
、

諱
は

曾
、

字
は

幼
魯

、

一

の

字
は

葯

林
。

…

　
…

是
の

時
に

当

り

浙
中
の

名
士

林
の

如

く
、

海

寧
の

査

初

　

白
老

人

耆

宿
を

以
て

群

英
に

領
袖
た

り

て
、

先
生

こ

れ

に

343

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　卜hddle 　Ages

謁
す

。

降
礼

延
接

す
る

に
、

目

し

て

遠
大
の

器
と

為

す
。

已

に

し

て

先

君
子

及
び

沈

个
庭
、

呉

繍
谷

、

陳
南

邨
、

属

樊
樹

、

意

林
六

父

と

共

に

南

宋

雑

事
詩
七

百
首

を

成
し
、

初

白

之

に

名
づ

け
て

七

君

子

と

日

ひ
、

之

が

為
に

序
し

て

其
の

伝
を

広

く
す

。

　
符

曾
は
、

名

士

の

多
い

浙
江

で

も

随
一

の

名
士

た

る

査

慎
行
に

謁
見

し

て

「

遠
大

の

器
」

と

評

さ
れ

る

と
い

う

光
栄
を

得
た

。

ま

た

査

慎
行

は

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

詩

人

を

七

君

子

と

称
し

て
、

序

を
送
り
、

そ
の

序
に

よ

っ

て

作
品

は

広

く

知
ら

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

と

い

う
。

た

だ
、

属

鶚
序
に

は

「

七

君
子
」

の

語

は

見
当
た

ら

な
い

。

符
曾

は

揚

州
、

天

津
、

杭
州

を

行
き

来
し

て

活

動
し

、

各

地

に

そ
の

足

跡

を

残

し

た
。

知

交
満
天

下
、

同

輩
如

呉
東
壁
、

周
穆

門
、

呉

繍
谷
、

金
江

声
、

杭

菫
浦
、

全

謝
山
、

呉

雲
持
。

稍

後
如

張
南
潴
、

王

茨
檐
、

汪

槐
堂
、

皆
同

社
研

席
交

也
。

揚
州

則
友

馬
秋

峪
半
査

、

天

津
則

友

査
蓮

坡
、

余

指
不

勝
屈

。

　

　

　

（

趙
一

清
「

符
葯

林
伝
」

）

　
知

交

天

下
に

満
ち

、

同
輩
は

呉

東

壁
、

周

穆
門
、

呉

繍
谷

、

　
金

江

声
、

杭

菫
浦
、

全

謝
山
、

呉
雲

持
の

如

し
。

稍

後
は

張

　

南
満
、

王

茨

檐
、

汪

槐
堂

の

如
く
、

皆
同

社
研

席
の

交
な

り
。

　

揚
州

は

則
ち

馬
秋

峪
半
査

を
友

と
し

、

天

津
は

則
ち

査

蓮
坡

　

を

友
と

し

て
、

余
が

指

屈
す
る

に

勝
へ

ず
。

杭
州

で

交

友
の

あ
っ

た

詩

人
達
に
つ

い

て

は
「

同
社

研
席
の

交
」

と
あ

る

よ

う
に

、

詩

社
、

文
社
で

共
に

学
び

合
っ

た

同

人
で

あ

り
、

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

詩

人

と

し

て

は

呉
悼
が

入
っ

て

い

る
。

そ
の

他
は

揚
州

、

天
津
な
ど
の

詩
会
で

の

唱
酬

を

主

催
し

、

符

曾
が

寄

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ア　

寓
し

た

馬
日

珀
、

査

為
仁

で

あ

る
。

　

『

南

宋

雑
事
詩
』

の

時

期
を

見
て

み
る

と
、

康
熙

六

十
一

年
、

属
鶚
は

符

曾
の

と
こ

ろ
か

ら
『

絶
妙

好
詞
』

を

借
り

て

写

し

て

い

　ハ
ヨね

る
。

こ

れ
が

後
に

、

天

津
で

査

為
仁

と
と

も
に

撰
す
る

『

絶
妙

好

詞

箋
』

の

資
料
と

な
っ

た
。

　

『

南
宋

雑
事
詩
』

の

成
立

時

期
を

記
し

た

資
料
と

し

て

先
に

挙

げ
た

趙

呈

『

春
草

園
小

記
』

の

「

二

林

吟
屋
」

に

は
、

「

昔
沈

欒

城
、

符

薬
林
、

袁
南
塊

嘗
て

焉
に

仮
館

す
。

雍
正

癸

卯
甲

辰
の

間
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
カ

み

し
ん

共

に

南
宋

雑

事
詩

を

賦
し

、

觴

詠

流
連
し
、

此

に

盍

簪
す

。

」

と

あ

り
、

『

南
宋

雑
事
詩
』

制

作
の

場
所

と

な
っ

た

趙

呈
の

邸
宅

に
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　ピ

沈

嘉
轍

、

符

曾
ら

が

住
ん

で

い

た

の

は
、

先
に

見
た
通

り
で

あ
る

。

　

符

曾
は
、

雍
正
二

年

に

杭
州

を

離

れ
北

京
に

赴
い

て

い

る

た

め
、

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

作
成
は

、

雍
正

二

年
以

前
と

考
え

ら

れ
る

の

だ

が
、

趙
星

の

『

愛
日

堂

吟

稿
』

所

収
の

「

妝
域

聯
句
」

序
に

よ

る

と
、

雍
正

二

年
閏

四

月

ま

で

は

杭
州
に

い

て

『

南
宋

雑
事
詩
』

の

同

人
と

詩
会
に

参
加

し

て

い

た
。

甲
辰

閏
四

月

十
二
、

沈
嘉

轍
欒

城
、

呉
悼

繍
谷
、

属

鶚
樊

謝
、

杭
世
駿

菫

浦
、

曁
呈

兄
弟

集
小

山

堂

賦
之

。

　

　

　
　
（

『

愛
日

堂
吟

稿
』

巻
一

「

妝
域

聯
句
并

序
」

「

序
」

）

　

甲

辰

閨

四

月
十
二

、

沈
嘉

轍
欒

城
、

呉
悼

繍
谷
、

属

鶚
樊
謝

、

　

杭

世

駿
菫

浦
、

曁

び

呈

兄
弟

小

山

堂

に

集
ま

り

て

之

を

賦
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す
。

庚
申
は

雍
正

二

年
の

こ

と
。

こ

の

聯
句
に

は
、

『

南
宋

雑

事
詩
』

の

詩

人
が

参
加
し

て

い

る
。

陳
芝

光
以

外
の

　

　

　

（

五
）

沈

嘉
轍

　

沈

嘉
轍

（

？

〜
一

七

三

三
）

は
、

字

を
欒

城
、

个

庭
と

号
し
、

仁
和
の

人

で

あ

る
。

属

鶚
、

杭
世

駿
ら

と

交
流
を

持
っ

て

い

た

が
、

詩

集
は

伝
わ

ら

な
い

。

『

南

宋

雑

事
詩
』

の

首

唱
で

あ

る

が
、

詩

人

と

し

て

は

ほ

ぼ

無

名
で
、

杭
州
の

名
士

達
と

の

交

流

の

中
に
、

そ

の

名
が

見

え

る

に

と
ど

ま

る
。

雍
正

十
一

年
（
一

七

三

三
）

、

沈

嘉

轍
の

死

去

に

際
し
、

属

鶚
は

「

哭

沈

欒

城
」

（
『

樊
樹
山

房

集
』

巻

七
）

と

題

す
る

七

言

律
詩
を

作
っ

て

い

る
。

そ
の

頷

聯
に

、

「

廿

載
交

情

蘭

韻

在
、

一

生

文

采
玉

塵

銷
。

（

廿

載
の

交

情

　
蘭

韻

在
あ

り
、

一

生

の

文

采

　
玉

塵

銷
ゆ

ご

と

あ
る

。

交

際
が

始

ま
っ

た

二

十
年

前
と

い

う

と
、

康
熙

五

十
二

年
（

一

七

＝
二

）

で
、

『

南

宋
雑

事
詩
』

よ

り

も
十

年

以
上

前
か

ら
、

両

者
に

交
流
が

あ

っ

た

こ

と

に

な
る

。

　

以

下
、

沈

嘉
轍
と

、

『

南

宋

雑

事
詩
』

同

人

に

関

す

る

資
料

を

挙
げ
る

。

沈
嘉

轍
、

字

欒
城、

一

字

个

庭、

仁

和
人

。

蓮
石

詩

話
、

欒
城

与

樊
樹
、

菫

浦
諸
公

為
密

友
。

又

偕
同
人
、

賦
南

宋
雑
事
詩

、

人

各

百

首
、

欒
城
首

倡
。

其
卒
也

、

樊
樹

哭
之

云
、

廿

載
交

情

蘭

韻
在

、

一

生

文

采
玉

塵

銷
。

風
雅

可
想

見
。

遺

集
、

樊
謝

為

刪

訂

付

梓、

今

亦
不

可

得

矣
。

　

　

　
　

　

　

　
　
（
『

両

浙
鰌

軒
録
補
』

巻
四

「

沈

嘉

轍
」

）

　

沈

嘉

轍、

字
は

欒

城
、

一

の

字

は

个
庭

、

仁
和

の

人
。

蓮
石

　

詩

話
、

欒

城

樊

謝
、

菫

浦

諸
公
と

密
友

為
り

。

又

同

人

と

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
お

の

お

　

偕
に
、

南
宋

雑
事

詩

を

賦
し
、

人

各

の

百

首
、

欒
城
首

侶

　

た

り
。

其
の

卒
す
る

や
、

樊
謝

之
を

哭
し

て

云

う
、

廿

載
の

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
き

　

交

情

蘭

韻
在

り
、

　一

生

の

文

采
玉

塵

銷

ゆ
、

と
。

風

雅

想

　

見

す
べ

し
。

遺
集
、

樊

樹
為
に

刪
訂

付

梓
す

る

も
、

今
亦
た

　

得
べ

か

ら

ず
。

　
属

鶚
、

杭
世

駿
と

親
友
で

あ
り

、

属

鶚
は

彼
の

た

め

に

遺
集
を

編

集
し

て

出

版
に

こ

ぎ
着
け

た

よ

う

で

あ

る

が
、

す
で

に

失
わ

れ

て

お

り

見

る
こ

と

は

で

き

な

い

と

い

う
。

更
に

次
の

資

料
に

み

る

よ

う

に
、

趙
星
は

沈
嘉

轍
の

父

親
と

師
弟

関
係
が

あ
っ

た
。

沈

名
蕀
、

字
澗
芳

、

浙
江

銭

塘
人

。

…

…

門

人
趙

呈

校
刊

其
詩

八

巻
、

総
名
之

日

梵
爽

集
。

子

嘉

轍
。

嘉
轍
、

字

欒
城

。

諸
生

。

能

以
詩
世

其

家
。

嘗

与
同

里

呉

悼
、

陳
芝
光
、

符

曾
、

趙
昼

、

趙
信

、

属

鶚
等

、

据

撫
旧

聞
、

人

各
為

詩
百

首
、

成
南

宋
雑
事

詩
七

巻
。

其
詩

萃
説
部

之

菁
華

、

釆

詞

家
之

腴
潤
、

世

甚

称
之

、

嘉
轍

其
首

倡
也

。

嘉
轍

与

鶚
交

尤
密

、

鶚
嘗

刪
定
其

遺

集
付

梓
、

今
不

伝
。

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
（

『

清

史
列

伝
』

巻
七

十

一
）

　

沈

名
孫

、

字
は

澗

芳
、

浙
江

銭

塘
の

人
。

…

…

門

人

趙
星

　
其

の

詩
八

巻
を

校

刊
し

、

総
て

之

に

名
づ

け
て

梵
夾

集
と

日
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子

嘉

轍
。

嘉
轍

、

字
は

欒
城

。

諸
生

。

能
く

詩
を

以
て

　

　
　

　
よトの

其
の

家
を

世
に

す
。

嘗
て

同
里
の

呉
悼

、

陳
芝

光
、

符

曾、

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
お
の

お

趙

旻
、

趙

信
、

腐

鶚

等
と

、

旧

聞

を

据

撩
し
、

人

各

の

詩

百

首
を

為
り
、

南

宋

雑
事

詩
七

巻

を

成

す
。

其
の

詩

説

部

の

菁
華

を
萃
め

、

詞

家
の

腴

潤

を

采
り
て

、

世
甚
だ

之

を

称

し
、

嘉
轍
其
の

首

倡

な
り

。

嘉

轍

鶚
と

交
わ

る

こ

と

尤

も

密
、

鶚
嘗
て

其
の

遺

集
を

刪
定
し

て

付

梓
す
る

も、

今

伝
は

ら

ず
。

　

沈
嘉

轍
が

趙

呈

の

館
に

滞

在
し

て

い

た

頃
、

当

時
の

名
士

達

が

そ

の

蔵

書

楼
で

あ

る

「

小

山

堂
」

に

立

ち

寄
り

、

『

小

山

堂

唱

酬

集
』

が

刊

行
さ

れ

た

と

い

う
。

そ

の

後
に

沈

嘉
轍
が

亡

く
な
っ

た

と

い

う
か

ら
、

『

小

山
堂

唱

酬

集
』

は
、

雍
正

十
一

年

以
前
に

刊

行
さ

れ

た
と

思

わ

れ

る
。

『

南

宋
雑

事
詩
』

か

ら

十

年

後
も
、

沈

嘉

轍

と

趙

呈
と

の

交

流
が

続
い

て

い

た

こ

と

が

こ

こ

か

ら

わ

か

る
。
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趙
呈

は

沈

嘉
轍
の

父
、

沈

名
葬
の

門
人

で

あ

り
、

沈
名

孫
の

詩

集
『

梵
夾

集
』

は
、

趙
豊

が

校

刊
し

て

い

る
。

　

先
に

沈

嘉

轍
が
、

符

曾
と

と

も

に

趙
豊

の

元

に

寄
寓
し

て

い

た

こ

と

は
、

符

曾
の

と

こ

ろ

で

見

た

が
、

改
め
て

沈

嘉
轍
の

伝
記

か

ら

見

て

み

よ

う
。

沈

嘉
轍
、

字

欒

城、

号

个

庭、

仁

和
人
、

名

蘇
子

。

个
庭
嘗
主

趙

谷
林

意

林

家、

一

時
名

流
亦
時

過
二

林

書
屋
。

有
小

山

堂

唱

酬

集
之

刻

後
、

由
雲

間

帰
泊
臨

平
山

下
、

忽
罹

風
疾
、

到
家
一

夕

遽
卒

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（

『

国

朝

杭

郡
詩

輯
』

巻

十

四
）

　

沈

嘉
轍
、

字
は

欒

城
、

个

庭
と

号
し

、

仁

和
の

人

に

し

て
、

　

名

孫
の

子
。

个

庭
嘗
て

趙

谷
林

意
林
の

家
に

主
り

、

一

時
の

　

名
流

も
亦
た

時
に

二

林

書
屋

に

過

ぎ
る

。

小

山

堂

唱

酬

集
の

　

刻
有
り

て

後
、

雲

間
よ

り

帰
り

臨

平
山
の

下
に

舟
泊
す
る

に
、

　

忽
ち

風
疾
に

罹
り
、

家
に

到
る

や
一

夕
に

し

て

遽

に

卒

す
。

　

　

　
（

六
）

陳
芝

光

　

陳

芝

光
は

、

字
は

蔚
九

、

仁

和
の

人

で

あ

る

（

『

国
朝

杭

郡

詩

輯
』

巻

十
四
）

。

名

に
つ

い

て

は
、

杭

世

駿

『

詞

科

掌
録
』

巻
七

に

「

陳
芝

蔚
九
」

と

「

芝

光
」

の

「

光
」

を

省
い

て

表

記
し

て

お

り
、

ま
た

趙
呈

の

息
子

で

あ
る

趙
一

清
の

「

符

葯
林
先
生

伝
」

に

「

沈
个

庭
、

呉

繍
谷

、

陳
南

邨
、

属

樊
樹
…

…
」

と

記

し

て

お

り
、

「

南
邨
」

と
い

う

字
が

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

『

南
宋

雑

事
詩
』

以

外
に

は

情

報
が

少
な
い

。

陳
芝

光
、

字
蔚
九

、

仁

和
人

。

蓮
石

詩

話
、

蔚
九

為
吾

杭
郷

前

輩
、

与
沈

欒
城

、

呉
尺

鳧
、

符
幼

魯
、

趙
功

千
、

趙

意
林

、

属

太

鴻
同

賦
南
宋

雑
事
詩

。

人
各
一

巻
、

巻

各
百

首
、

碎

金
屑
玉

、

膾

炙
芸

林
。

顧
属
集
已

入

四

庫
、

呉
、

符
、

二

趙
亦

有
専

刻
、

前

録
倶

已

登

入
、

所
遺

惟
沈

及
蔚
九

。

沈

詩
、

樊
謝

曾
為

刪
刻

、

蔚
九

更

未
之

前

聞
。

姑

選
数
首

以

存
其

人
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

『

両
浙

鰌
軒

録
補

遺
』

巻

四
）
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陳
芝

光
、

字
蔚
九
、

仁

和
人
。

蓮
石

詩
話
、

蔚
九

は

吾

が

杭

郷
の

前
輩

為
り
、

沈

欒

城、

呉
尺

鳧
、

符

幼
魯
、

趙
功

千
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
お

の

お

趙

意
林
、

属

太

鴻
と

同
に

南

宋

雑

事
詩

を

賦
し

、

人

各

の

一

巻
。

巻
は

各
百

首
、

碎

金

屑
玉

に

し

て
、

芸
林
に

膾

炙
す

。

顧
み

る

に

属
の

集
は

已

に

四

庫
に

入

り
、

呉
、

符、

二

趙
に

も
亦
た

専

刻
有
り

、

前
に

録
し

て

倶
に

已

に

登

入

し
、

遺
す

所
は

惟
だ

沈
及

び

蔚
九

の

み
。

沈
の

詩
は

、

樊

樹
曾
て

為
に

刪
刻
し
、

蔚
九

は

更

に

未
だ
之

を

前
に

聞

か

ず
。

姑
く

数

首

を

選

び

て

以
て

其

の

人
を

存
す
。

　
こ

れ

は

陳
芝

光
に

関
す
る

数

少
な
い

伝

記
で

あ

る
。

そ

れ

も
『

南

宋

雑
事
詩
』

に
つ

い

て

述
べ

て

い

る

に

過
ぎ
な

い
。

ま

た

詩

集
も

残
さ

れ

て

い

な

い

よ

う
で

あ
る

。

彼
の

記
録

は
、

当

時

の

唱

酬
の

記

録

の

中
に

僅
か

に

見

る

こ

と

が

で

き
る
。

趙
昼
、

原

名
殿

昂
、

字

功

千
、

号
谷

林
、

仁
和

人
。

…

…

符

南

樵
日
、

谷

林
徴

君
与
張

東

亭
、

属

樊
樹
、

沈

欒
城、

陳
蔚
九
、

符
幼

魯
、

施

静
巌
、

張

継

青
唱
和
、

有
小

山

堂

唱

酬

稿
。

　

　

　
　

　

　
　

　
（

『

晩

晴
霧
詩

匯
』

巻
七

十

三

「

趙

量
」

）

　

　

趙
豊
、

原

名
は

殿
昂
、

字

は

功

千
、

谷

林
と

号
し
、

仁

和

　

の

人
。

…

…

符
南

樵
曰

く
、

谷

林

徴
君

張
東
亭

、

属
樊

樹
、

　

沈

欒

城
、

陳
蔚
九

、

符
幼
魯
、

施

静
巌

、

張
継
青
と

唱

和
し
、

　

小

山
堂

唱
酬

稿
有
り

。

こ

れ

は

趙
昼
の

蔵
書

楼
小

山

堂

で

の

唱

酬
の

記
録
で

あ

る
。

そ

の

中
に
、

陳
芝

光
が

、

趙
兄

弟
、

属
鶚

、

沈

嘉
轍
、

符

曾
ら

『

南

宋

雑
事
詩
』

の

同

人
と

倶

に

名
を

連
ね

て

い

る
。

　

そ

の

他

に

も
、

『

南

宋

雑
事

詩
』

序

を

書
い

た

章
藻
功
の

文

集

中
に

「

趙

公

千

辰
垣

、

招
集

同
人
小

山
堂

、

聯
咏

序
」

が

あ
り

、

序
に

陳
芝

光
の

名
前
が

み

え

る
。

趙
豊

公

千
、

趙
信
辰
垣

、

同

集

者
、

張
奕

光
東

亭
、

魏
周
碗

旭

棠
、

沈
嘉
轍

欒
城
、

陳
芝
光

蔚
九
、

陳

撰
楞

山
、

金
士

奇
絵

由
、

属

鶚
太

鴻
、

符
曾

幼
魯

、

施
安

静
巌

、

張

伝
継

青
、

賓
主

計
十

有
二

人
。

　

（

章
藻
功

『

思

綺
堂

文

集
』

巻
九

「

趙
公

千

辰
垣

、

招

集
同

　

　

人
小

山

堂
、

聯
咏
序
）

　

こ

れ

は

趙
豊
、

趙

信
の

蔵

書
楼
で

あ

る

小

山
堂
で

開

催
さ

れ
た

詩

会
で

の

聯

詠
の

詩

題
と

そ

の

序
で

あ

る
。

序
に

並
べ

ら
れ

た

参

加

者
の

中
に

は
、

呉

悼
を

除

く

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

詩

人
が

全
て

含
ま

れ

て

い

る
。

『

思

綺
堂

文

集
』

は
、

「

凡

例
」

に

「

康
煕

再

壬

寅

中
伏
日

息
廬
主

人
豈

績
氏

自

識
」

と

あ

り
、

「

康
熙

再
壬

寅
」

が

康

熙

六

十
一

年
で

あ
る

こ

と

か

ら
、

『

南

宋
雑

事

詩
』

作

成
の

二

年

前
の

記

録
で

あ

る

こ

と
が

わ
か

る
。

　

さ

ら

に
、

『

南

宋

雑
事

詩
』

の

詩

人

達
の

友
人
で

あ
る

陳

撰
の

集
に

収
録

さ

れ

る

康
熙
六

十
年

の

詩
「

擬

古
五

十
首

今
録
二

十
二

首
」

（

『

玉

几
山

房

吟
』

巻
三

　
辛
丑
）

に

も
、

「

沈

棄

城
日
、

彌

覚

蘊

藉
。

陳
蔚
九

日
、

毫
端

洒

秋

露
。

」

の

評
が

採

録
さ

れ
て

い
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る
。

こ

れ
ら

の

資
料
か

ら

た

ど

る
と

、

陳
芝

光
は

康
熙

六

十

年
か

ら

雍
正

二

年
頃
ま

で
、

趙

昼
の

小
山

堂
の

酬

唱
を

中
心

に

活

動
し

て

い

た

人

物
と
い

う

こ

と
に

な
る

。

　
ま
た

こ

れ
ら

の

資

料
か

ら

わ
か

る

の

は
、

康
熙

六

十

年
頃

か

ら
一

『

南

宋
雑

事
詩
』

の

詩
人

達
は
、

盛

ん

に

交
流
し
、

互

い

に

倡
酬

や
批

評
を

行
っ

て

い

た

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

　

　

　
四

　
唱

和

集
と

し

て

の

『

南
宋

雑
事
詩
』

　

『

南
宋

雑
事

詩
』

制

作
の

状
況

を
、

詩

人
に

関
す
る

記

録
か

ら

み

て

き

た

が
、

そ

こ

で

明
ら

か

に

な
っ

た

の

は
、

詩

人
達
は

い

ず

れ

も

唱

酬

を

共

に

し

て

き
た

同
人

で

あ

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

ま

た

『

南

宋

雑
事

詩
』

が

作
ら

れ

た

趙
呈
の

小

山
堂
は

、

彼
ら
の

唱

酬

の

場

で

あ
っ

た

こ

と

は
、

す
で

に

見

た

と
お

り

で

あ
る

。

　
一

方
、

『

南
宋
雑
事

詩
』

は
、

地

志
、

歴

史

書
の

補
足

資

料
と

し

て

の

面

が

評

価
さ
れ

が

ち

で
、

題

辞
に

さ

え

も
「

此
吾

郷
之
文

献

也
、

詩
云

乎

哉
。

（

此

れ

吾

郷
の

文

献
な
り

、

詩
を

云

は

ん

や
）
」

（

柴
世

堂

題

辞
）

と
、

詩

集
で

は

な

く
、

郷
土

の

文

献
で

あ
る

あ

る

こ

と

を

評

価

す
る

言

葉
が

見
え
る

。

　

し

か

し
、

『

西

湖
遊

覧
志
』

を

補
う

の

に
、

地

方

誌

や
歴

史

書

の

形

を
と

ら

ず
、

「

雑
事

詩
」

の

形

を

と
っ

た

の

は
、

や
は

り

作

者

た

ち
の

意
思
が
、

同

人

た

ち

と
の

唱
酬
の

成

果
と

し

た

の

唱

和
集

を

編

む

こ

と

に

あ
っ

た

か

ら

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

こ

こ

で

「

唱

和
」

と

い

う
語

に

つ

い

て

述
べ

て

お

く
と
、

首

唱

が

あ
っ

て
、

そ

れ

に

和
す
る

と

い

う
形
式
が

本
来
の

「

唱

和
」

で

あ

る

が
、

詩

会
な
ど

で

の

集

団
で

の

詩

作
を
、

清
代
に

は
「

唱

和
」

と

称

し

て

い

る
。

『

南
宋
雑

事
詩
』

は
、

こ

う

し

た

形

の

唱
和

集

で

あ
る
。

　
先
に

制
作
時

期
を

記
し

た

も
の

と

し

て

挙
げ
た

「

雍

正

癸

卯
甲

辰
の

間
、

共
に

南
宋

雑
事

詩

を

賦
し

、

觴

詠
流
連

す
。

」

（

（

趙
呈

『

春

草

園
小

記
』

「

二

林

吟
屋
」

）

及

び

「

時

に

湖

上

の

觴
詠
極

め

て

盛
ん

に

し

て
、

南

宋

雑
事

詩
七

巻

有

り
。

（

陸

謙
祉

「

属
樊

謝

年
譜
」

）

は
、

南

宋

雑
事

詩
が

、

詩

会
の

唱
酬

か

ら

生

ま
れ

た

作
品

で

あ
る

こ

と

を
述
べ

た

も
の

と

い

え

よ

う
。

ま

た

『

南
宋

雑

事
詩
』

題

辞
に

は

直

接
唱
和

集
で

あ

る

こ

と

を
い

う

も

の

も
あ
る

。

漢
上

題
襟

句
、

東
呉

理

釣

篇
。

古

今
紛

倡
和

、

那
得

似
群

賢
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

『

南

宋
雑

事
詩
』

程

夢
星

題

辞
）

　

漢
上

題

襟
の

句
、

東
呉

理
釣
の

篇
。

古
今
倡

和
を

紛
と

し
、

　

那
ぞ
群

賢
に

似
る

を
得
ん

。

今
年
従
吾

友
尺

鳧

問
交
於

功
千

、

意
林

兄
弟

、

因

得
読
諸
君
所

倡
和
南
宋

雑
事

詩
。

　

　
　

（

『

南
宋
雑

事
詩
』

白

長
庚

題
辞
）

　

今

年

吾
が

友
尺

鳧
よ

り

交
を

功

千
、

意
林

兄
弟

に

問
ひ

、

　

因
り

て

諸

君
の

倡
和
す

る

所
の

南

宋
雑
事
詩

を

得
。

　

「

古
今

　
侶
和

を

紛
と

す
」

「

倡

和

す
る

所
の

南
宋

雑
事

詩
」

と
は
、

ま
さ

に

唱
和

集
で

あ

る
こ

と

を

示
し

て
い

る
。

　
こ

れ

よ

り

後
、

揚
州

詩

壇
で

は

『

韓
江

雅

集
』

、

天

津

詩

壇
で

は

『

沽
上

題
襟

集
』

が

編
纂
さ

れ
る

の

だ
が

、

杭
州
は

そ

れ
に

先

立
っ

て
、

『

南

宋

雑
事

詩
』

と

い

う
、

考

証
に

基
づ

い

た

唱

和

集
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を

世
に

出
し
て

い

た
こ

と

に

な

る
。

た
だ
し

、

当
時
の

一

般
的
な

唱

和

集
は

、

詩
人
の

文

雅
な

交
流
を

記
録

す
る

た

め

の

も
の

で

あ

り
、

送

別
や

題
詩

な
ど
の

詩

題
で

読
ま
れ

る
こ

と
が

多
い

。

　→

方

『

南
宋

雑
事

詩
』

は
、

南
宋
と

い

う
テ

ー
マ

の

元

に
、

厖
大

な
歴

史

地
理
の

資

料
を

精
査
し

、

適
切

な

資
料

を

選
び
、

更
に

そ

れ
を

材

料
と
し

て

詩
に

詠
じ

、

注
に

典

故
を
記

す
、

方
法

で

作
ら

れ
て

い

る
。

こ

れ
は

考

証
の

学
識
と

、

そ

れ
を

詩
に

詠
じ

る

詩

才
と

を

兼
ね

備
え

て

初
め

て

で

き

る
も
の

で

あ
る

。

『

南
宋

雑
事
詩
』

は
、

そ

う
し

た

才

人
七

名
が
一

堂
に

会
し

て

作
っ

た

も
の

で

あ

り
、

杭

州
詩

壇
の

人

材
の

豊
富
さ

と
、

知
的

水
準
の

高

さ
を

知
ら

し

め

る

作
品

と
い

え

る
。

　
当

時
は

考

証
学

全
盛
の

時

代
で

あ
っ

た
。

学
者
で

あ

る

恵

棟
が

撰
し

た

『

漁

洋

山
人

精

華

録
訓

纂
』

の

注

は
、

「

漁

洋

当
時

の

事

実
の

蒐

輯
と

保
存
と

に

在
り

、

ま
た

地
理
の

研

究
に

在
っ

た

の

で

あ
り
、

考
拠

家
の

詩
注
と

し

て

清
朝

学
人
の

系

譜
に

お
い

て

考
え

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ハ
ゆ　

る
べ

き
も
の
」

と

近
藤

光
男
氏

は
指

摘
し

て

い

る

が
、

恵
棟
の

詩

に

見
ら

れ

る

姿
勢
は
、

『

南

宋

雑

事
詩
』

に

も

通
じ

る
。

大

き

な

相
違

点
は
、

恵

棟
は

す

で

に

あ

る

詩

に

注

釈
を
つ

け

た

の

で

あ

り
、

杭
州
の

詩

人
達

は
、

詩
注
の

素

材
を

も
と

に
、

唱
酬

の

場
で

、

そ

れ
を

詩
に

詠
じ

た
た

と
い

う
点
で

あ

る
。

学
識
あ

る

も
の

の

倡
酬

の

形

を
示

し

た

の

が
、

こ

の

『

南
宋

雑
事
詩
』

だ

と

い

え

る
。

　

　

　
五
、

『

南

宋
雑

事

詩
』

と

雍

正

時

代

　

『

南
宋
雑
事

詩
』

は

雍
正

二

年
に

完

成
し

、

「

賦

南

宋
雑

事

詩

百
首
、

為

海
内

所
称

説
。

（

南

宋
雑
事

詩
百

首

を
賦

し
、

海

内
の

称

説
す

る

所
と

為

る
。

）

」

（

『

清
史

列

伝
』

巻
七

十
一

　

趙

豊
）

と

あ
る

よ

う

に
、

高
い

評
価

を

受
け

、

全

国

に

そ

の

名
を

知
ら

れ

た
。

し

か

し
、

杭
州
詩

壇
が

隆
盛
を

迎
え

た

と

い

わ

れ

る

の

は
、

そ

の

後

十
年

以
上

を
経
て

か

ら

で

あ
っ

た
。

乾
隆

初
、

杭
州

詩
酒

之

会

最
盛

。

名
士

杭
、

属
之

外
、

則
有

朱

鹿
田

樟
、

呉

鶴
亭

城
、

汪
抱

樸
台
、

金
江

声
志

章
、

張

鷺
洲

滬
、

施
竹

田

安
、

周

穆
門

京
、

毎

到
西

湖
堤

上
、

掎
裳

聯
囈
、

若

屏

風

然
。

有

明
中

、

譲

山
両

詩

僧
留

宿
古
寺

、

詩

成
伝
抄
、

紙

価

為
貴

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（

『

随

園

詩

話
』

巻
三
）

　
乾

隆
の

初
め

、

杭

州
詩

酒
の

会

最
も

盛

ん
。

名
士

杭
、

属
の

　
外

、

則
ち

朱

鹿
田

樟
、

呉

鴎
亭

城
、

汪

抱

樸
台
、

金

江

声
志

　
章

、

張

鷺
洲

淵
、

施
竹

田

安
、

周

穆
門

京

有
り
、

西

湖
堤

上

　
に

到

る

毎
に

、

掎

裳
聯

擾

し
、

屏
風

の

若
く

然
り

。

明
中
、

　
譲
山

両

詩

僧

有
り

て

古
寺
に

留

宿

し
、

詩

成
れ

ば

伝

抄
せ

ら

　
れ

、

紙

価
為
に

貴
し

。

詩

話
、

乾
隆

初
、

武

林
壇

坊

最
盛
、

杭
、

属
為

之

領
袖

。

谷

林

昆

季
風

雅

好
事

、

小

山
堂

蔵

書
之

富
、

輝

映
林

泉
、

倚

為
東
道

主
。

　

　

　

　

　

　

　

（

『

晩

晴

霧
詩
匯
』

巻
七

十
三

　

趙
晏
）

　

詩
話

、

乾
隆
の

初
、

武
林
の

壇
坊

最
も

盛
に

し

て
、

杭、

属

　

之

が

領

袖
と

為
る

。

谷

林

昆

季

風

雅

事
を

好
み

、

小

山
堂

　

蔵
書
の

富、

林
泉
に

輝

映
し
、

倚
り

て

東

道
主
と

為

す
。

こ

の

よ

う
に

、

十
数

年
間

、

杭
州
詩

壇

が

停
滞
し

た
の

は
、

雍
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正

時

代
と

い

う

特
殊

な

時

代
背

景
に

よ

る
。

　

『

南
宋
雑

事
詩
』

が

制
作
さ

れ

た

雍
正

二

年

以

降、

杭
州
を

含

む

浙

江
一

帯

で

は
、

大
き

な
文

字
獄

が

連

続
し

た
。

雍
正

四

年、

浙
江
の

査
嗣

庭
、

汪

景

祺
の

著
作
が

清
朝

を

侮

辱
す
る

も
の

と

し

て

摘

発
さ
れ

る

と
、

雍
正

帝
は

浙
江
へ

の

不

信

感
を

強

め
、

つ

い

に

は

浙
江
の

郷
試
、

会
試

を
停
止

し

た

の

で

あ

る
。

雍
正

四

年
、

以
浙
人

査
嗣

庭
、

汪
景

祺
著

書
悖
逆

、

既
按
治
、

因
停
浙

江
郷

会
試

。

　

未

幾
、

以

李
衛

等
請
、

弛

其
禁

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（

『

清
史
稿
』

巻
一

百

八

　
選

挙
志
三
）

　

雍
正

四

年
、

浙

人
査

嗣

庭
、

汪

景

祺
の

著

書
悖

逆
す
る

を

　

以

て
、

既

に

按

治
し
、

因

り

て

浙
江
郷

会
試

を
停
む

。

未
だ

　

幾
ば

く

な

ら

ず
し

て
、

李

衛
等
の

請
を

以

て
、

其
の

禁
を

弛

　

む
。

　

雍
正

四

年
に

、

査

慎
行

の

弟
査
嗣

庭
が

郷
試
で

出
題

し

た

問

題

文
の

記
述
と
、

汪

景
祺
の

文

稿
中
の

年
号
の

記

述

に

清

朝
を

呪

詛

す

る

内

容
が

あ

る

と

し

て
、

両
者
は

投
獄
さ

れ
、

厳
し

い

取

り

調

べ

を

受
け
た

。

浙
江
の

風
気
に

危
険

を
感
じ

て

い

た

雍

正

帝
は
、

こ

の

事
件
を

契
機
に

浙

江
へ

の

不

信

感
を
一

気

に

強
め

、

浙

江

の

郷
試

会
試
を

停
止

し

た
の

で

あ
る
。

優
秀

な
知

識
人

と

し

て
の

自

負
を

抱
い

て

い

た

浙
江

の

士

に

と
っ

て

は
、

こ

れ

は

大

き
な
打

撃

で

あ
つ

た
。

浙
江

の

風

俗
悪
し
、

の

烙
印

を
押
さ

れ

て

三

年

間
停

止

さ
れ

た

郷
会
試
は
、

雍
正

七

年
に

復
活
が

許
可

さ

れ

た
。

上

諭
。

…
…

浙
江

風

俗

悪
如

此
。

：

…・

応

将
浙
江

郷
会
試
試

停

止
。

…

…
己

酉
復

准
開

科
。

庚
戌

派
中
進
士

七

十
人

。

会

元
三

鼎

甲

皆
属

浙
江

。

　

　
　

　

　
　
（

『

永
憲

録
』

巻
四

　
「

停

浙
江

士

子

郷
会

試
」

）

　
上

諭
。

…

…

浙
江
の

風

俗

悪
し

き
こ

と

此
の

如

し
。

…

…

応

　

に

浙

江
郷
会
試
を

将
り

て

停
止

せ

ん

…

…

己

酉

復
た

開
科
を

　
ゆ

る

　

准
す

。

庚
戌

派
し

て

進
士

に

中

る

も
の

七

十
人

。

会

元
三

鼎

　

甲

は

皆
浙
江
に

属
す

。

　

　
　

　
＊

己

酉
…

雍
正

七

年
。

　

　

庚
戌
…

雍

正

人

年
。

　

翌

雍

正

七

年
に

郷
会
試
が

復
活
す

る

と
、

翌

雍
正

八

年
の

科

挙

で

は
、

浙
江

は

状
元

、

榜
眼

、

探
花

を

独
占
し

、

浙
江
士

人
の

優

秀

さ

が

改
め

て

証

明
さ

れ
る
こ

と
と

な

り
、

浙
江
の

士

大

夫
達
は

溜
飲
を

下
げ
た
の

で

あ
る

。

　

し

か

し

浙

江

以

外
で

も
、

雍
正

六

年
、

呂

留
良
の

思
想
に

傾
倒

し

て

反
清
思

想
を

抱
い

た

曾

静
が

逮

捕
さ
れ

、

雍
正

八

年
に

は

そ

の

過
ち

を
認

め

た

「

大

義

覚
迷

録
」

が

出

版
さ
れ

、

雍
正

年

間
は

文

字
の

獄
が

相
次
ぐ

こ

と
で

、

士

大

夫
に

と
っ

て

息

苦
し

い

時

代

と

な
っ

た
。

　

や
が

て

乾

隆
帝
が

即
位
し

、

乾
隆

元

年
に

再

び

博

学
鴻
試
が

実

施
さ

れ

る
。

博
学

鴻
試
は
、

在

野
の

遺

賢
を

召
し

出

す
た

め

の

も

の

で

あ
り
、

康
熙

十
八

年
の

博
学

鴻
詞

は

優
れ

た

人

材
を

集
め

た

こ

と

で

知
ら

れ
て

い

る
。

士

大

夫
、

と

り

わ

け
雍
正

年
間
に

冷
遇

さ

れ

た

浙
江
の

士

は
、

乾
隆
元

年
の

博
学
鴻

試
に

大

き

な

期
待

を

寄
せ

た

こ

と

だ

ろ

う
。

そ

こ

に

属

鶚
、

符
曾

、

趙
豊

、

趙

信
が

推
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挙
さ

れ

た

の

で

あ
る

。

当
時

す
で

に

世
を

去
っ

て

い

た

呉
悼
と

沈

嘉

轍
と
、

消

息
の

不

明

の

陳
芝

光

を

除
き
、

『

南

宋
雑

事
詩
』

の

詩

人
が

ほ

ぼ

全

員

推
挙
に

預
か

る

と

い

う

快

挙
で

あ
っ

た
。

そ
の

中
で

、

趙
信
は

ま
さ

に

『

南

宋

雑
事

詩
』

に

よ
っ

て

推

挙
さ

れ
る

こ

と

と
な
っ

た
。

臨

川

李
侍
郎

絨

有
送

意
林

序
…

…

今
上

登

極

再

詔

督
促

。

余
方

蒙
恩
、

以

久

廃

起
用

官
戸

部
、

与

仁
和

趙
公

、

同

為

侍
郎

。

其

従
弟

意
林
来

謁

投
南

宋

雑
事
詩

七

巻
。

同

賦
者
七

人
、

人

賦

百

首
、

而

意
林

与

其
兄

谷
林

、

並

在

焉
。

詩

七

百

首
、

隷
事
至

三

千

余

条
、

其
学
可

謂

博
、

而

辞
亦

可

謂

鴻
矣

。

、
亟

欲

挙

意
林
応

詔
、

顧
辞

譲
謂
、

公

誠

有
意

、

願

挙
吾

兄

賢
哉

。

譲

乎
。

世

人

急

名

利
、

小

得

失
走

若

鶩
。

博
学

鴻
詞

大

名

也
、

中

即

官
清

華

大

利
也

。

独

以

譲
兄

豈

易
得

哉
。

余
未

識
谷

林
、

止

見

其

詩
、

然

能
致
其

弟

敬

譲
、

則
其

能

友

愛
可

知
、

二

趙
子

詩

筆
如

彼
、

学

問
固

優

贍
、

而

人

品
豈

不

亦
端

純
哉

。

因
挙
谷

林

以

成
意

林

之

意
、

而

意
林

旋
亦

被

挙
。

明
年

天

下

所

挙
士

、

集
闕
下

者

百

八

十
余
人

、

天

子

臨

軒

親
試

之
、

執
事

者
猶

持
厳

重

之

意
、

僅

以

十
五

巻
上

御

覧
、

二

趙

子

並

報

罷
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

杭

世
駿
『

詞
科
余

話
』

巻
三
）

　

臨
川

李

侍
郎

絨
に

意

林
を

送

る

の

序

有

り
…

…

今
上

登

極

　

し

再

び

詔

し

て

督
促

す
。

余
方
に

恩

を

蒙
り

、

久

廃
起

用
を

　

以
て

戸
部
に

官
た

り

て
、

仁

和
の

趙
公

と
、

同

に

侍
郎

と

為

　

る
。

其
の

従
弟
意
林
来

り

て

謁

し

南
宋

雑
事

詩

七

巻
を

投

ず
。

　

同
に

賦
す

る

者
七

入
、

人

賦
す
る

こ

と

百
首
に

し

て
、

意

林

と

其
の

兄

谷

林
と
、

並
び

に

こ

れ

に

在
り
。

詩

七

百

首
、

隷

事

は

三

千
余

条
に

至

り
、

其
の

学
の

博
と

謂
ふ
べ

く

し

て
、

辞

も
亦
た

鴻
と

謂

ふ
べ

し
。

亟

か

に

意
林

を

挙
げ
て

詔
に

応

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
え

ぜ

し

め

ん

と

欲
す
る

も
、

顧
っ

て

辞

譲
し

て

謂

ふ
、

公

誠

に

意
有
ら

ば
、

願

く

は

吾

が

兄
の

賢
な

る

を

挙
げ
よ
、

と
。

譲

れ

り
。

世
人

名
利
に

急
に

し

て
、

小

得
失
に

も

走
る

こ

と

鶩

の

ご

と

し
。

博
学

鴻
詞

は

大

名
な
り
、

中
つ

れ

ば
即

ち
清

華

に

官
た

る

の

大

利
な

り
。

独
り

以

て

兄

に

譲
る

は

豈
に

得
易

か

ら
ん

や
。

余
未
だ

谷

林
を

識
ら

ず
、

止

だ

其
の

詩

を
見

る

の

み
。

然
れ

ど

も

能
く

其
の

弟
に

敬

譲
を

致
さ
し

む

る

は

則

ち

其
の

能
く

友
愛

す
る

こ

と

知

る
べ

し
、

二

趙

子

詩

筆
は

彼

の

如
く

学
問

は

固

よ

り

優
贍
に

し

て
、

人

品
豈

に

亦
た

端

純

な

ら

ず
や

。

因

り

て

谷

林
を

挙
げ
て

以

て

意
林
の

意
を
成
し
、

　

　

　

　

　

　
つ

而

し

て

意
林

も
旋
い

で

亦

た

挙
げ
ら

る
。

明
年

天

下

の

挙
げ

ら

る

る

所
の

士
、

闕
下

に

集
ま

る

者
百

八

十
余

人
、

天

子

臨

軒
し

親
ら

之

を

試

み

る

に
、

事
を

執
る

者

猶
ほ

厳
重

の

意
を

持
し
、

僅
か

に

十

五

巻
を

以

て

御

覧
に

上

す
の

み

に

し

て
、

二

趙
子

並

び

に

報

罷
む

。

　
や

や
長

く

な
っ

た

が
、

事
の

経

緯
は
こ

う
で

あ
る

。

李

絨
が

趙

豊

の

従

兄
で

あ
る

趙
殿

成
と
一

緒
の

部

署
に
い

た

時
、

乾
隆
帝

よ

り

博
学

鴻
試

を

開

く
た

め

人

物
を

推
薦
せ

よ

と

の

詔

が

き

た
。

そ

の

折
し

も
、

趙
信
が

『

南
宋

雑
事

詩
』

を

李
紋

に

献

呈
し

た

の

で

あ

る
。

李
絨
は
、

隷
事
つ

ま

り

典
故
が

三

千

余

条
に

わ
た
っ

て

並

ぶ

大

作
を

「

学
は

博
」

「

辞
は

鴻
」

で

あ

る

と

し
、

正

に

博
学

鴻
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試
に

ふ

さ
わ

し

い

も

の

と
、

す
ぐ
さ

ま

推

挙
を

決
め

る
。

と

こ

ろ

が

趙

信
は

、

兄

趙
呈

を

推

薦
す

る

よ

う

に

請

う

た
。

こ

う

し

た

美

談
の

末
、

結
局

兄

弟
と

も

推
挙
さ

れ

る
こ

と

に

な
っ

た

の

で

あ
る

。

た

だ

し
、

結
果

的
に

は

両

名
と

も

選

に

漏
れ

て

し

ま
っ

て

い

る
。

　

厖
大

な

典
故

を

記

し

た

『

南

宋
雑

事

詩
』

が

博

学
鴻
試

に

ふ

さ

わ

し

い

と

さ

れ
た

と

あ

る

が
、

『

詞

科

掌
録
』

に

は
、

そ

の

詩

句

が

評
価

さ
れ

た

例
も

取
り

あ

げ
て

い

る
。

仁
和

趙
翌

功

千
、

貢
生

。

臨

川

李

公

与

其
従

兄

鉄

巖
同

官
、

少

司

農
聞

其
才

且

賢

薦
之

。

功

千
雅

詠
温

恭
、

築

春
草

園
、

有

池

館
之

勝
、

異

本
書

近
数

万

巻
、

与

同

里

沈

嘉

轍

欒
城

、

呉
悼
尺

鳧
、

陳
芝

蔚
九
、

符
曾

幼
魯

、

属

鶚
太

鴻
及

弟
信

意
林

、

捜

集

南
渡

遺
事
、

系
以

断
句

、

名

南
宋
雑

事
詩

、

刊
行

之

盛

為
海

内

風
雅

所

称
説

。

其

従
兄

殿
成

松
谷
、

嘗
選

其

警
句

云
、

…

…
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

杭

世

駿

『

詞

科
掌

録
』

巻
七
）

　

仁

和
の

趙
豊

功

千
、

貢
生

な

り
。

臨

川

李
公

其
の

従

兄

鉄

　

巖

と

同

官
に

し

て
、

少

司

農

其
の

才

あ

り

且
つ

賢
な

る

を

　

閧

き
之

を

薦
む

。

功

千

雅

詠
は

温

恭
、

春

草

園
を

築
き
、

池

　

館
の

勝
有
り
、

異
本

書
数

万

巻
に

近
く

、

同
里

の

沈

嘉
轍

欒

　

城
、

呉
悼

尺

鳧
、

陳
芝

蔚
九
、

符
曾

幼
魯

、

属

鶚
太

鴻
及

弟

　

信

意

林
と

、

南

渡
の

遺
事

を

捜

集
し

て
、

系
く

る

に

断
句
を

　

以

て

し
、

南
宋

雑
事

詩

と

名
づ

け
、

刊

行
の

盛
は

海

内

風

雅

　
の

称

説
す

る

所

と

為

る
。

其
の

従
兄

殿

成
松

谷
、

嘗
て

其
の

　

警
句
を

選

ん

で

云

ふ
、

：

　
こ

こ

で

は

弟
の

こ

と

は

言
わ

ず
、

兄
の

趙
晃

が

推

薦
さ
れ

た
こ

と
の

み

を
記

す
。

そ

の

後

趙
殿

成
が

選
ん

だ

『

南
宋

雑
事

詩
』

の

佳

句
を

、

詩

人
の

名
を

あ

げ

て

羅
列

す
る

。

注

や
考

証
に

関
し

て

は
、

一

切
は

触
れ

な

い
。

つ

ま

り

同

人
の

唱
和

詩
と

し

て

の

『

南

宋

雑

事

詩
』

を

評

価
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

『

南

宋

雑

事
詩
』

が

詩

句
と

学
術
の

両

面

か

ら
、

高
い

評

価
を

受
け
た

こ

と

が

わ

か

る
。

　

趙
豊

、

趙
信

兄

弟
が

博
学
鴻

試
に

推
薦
さ

れ

る

栄
誉
を

得
た

時
、

友

人
の

全
祖
望

は

書
翰
を

送
っ

て

次
の

よ

う

に

い

っ

て

い

る
。

今
悄

以
賢

兄

弟
当

其
選
、

堪

為
是

科
生

色
。

小

山

堂
之

牙

籤
、

伐
山

網
海

、

足

以
補
天

禄
石

渠
之

闕
、

而

以

西

湖
觴

詠
詩
才
、

出
而

和
其

声
、

以
鳴
国

家
之

盛
。

花
磚

綾

被
之

問、

時

助
春

草

池
塘
之

思
、

是

直
一

代
之

光
、

非

僅
吾
党
之

幸
也

。

　

　

（

『

鮎

埼
亭

集
』

外

編
巻
四

十
六

「

与

趙

谷
林

兄
弟
書
」

）

　

今

悄
し

賢

兄
弟
を

以

て

其

の

選

に

当

た

ら

し

め

ば
、

是
の

科

　

の

為
に

色
を

生

ず
る

に

堪
へ

た

り
。

小

山
堂
の

牙

籤
、

伐
山

　

網

海
し

、

以

て

天

禄

石

渠
の

闕

を

補
ふ

に

足

り
、

而

も

西

湖

　

觴

詠
の

詩
才

を

以
て
、

出

で

て

其
の

声
に

和

し
、

以
て

国
家

　

の

盛
を

鳴
ら

さ

ん
。

花
磚

綾
被
の

間
、

時

に

春
草

池
塘
の

思

　

を

助
く

れ

ば
、

是

れ

直
ち

に
一

代
の

光
、

僅
に

吾

が

党
の

幸

　

な
る

の

み

に

非
ざ

る

な

り
。

　
こ

趙
豊

の

小

山

堂

の

蔵

書
が

歴

史
の

欠

落
を

補

う
に

足
り
、

西

湖

觴

詠
の

詩

才
が

国

家
の

隆
盛

を

広

く

知

ら
し

め

る

も
の

で

あ

る
、

と

い

う
の

は
、

『

南

宋

雑

事
詩
』

を

指

し

て

言
っ

て

い

る
。
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そ

し

て

こ

の

詩

が
、

南
宋

を

詠
ず
る

の

み

な

ら

ず
、

国

家
の

盛
ん

を

鳴
ら

す

と

い

う
よ

う
に

、

現
実
の

国

家
の

た

め

に

有
用

で

あ
る

と

い

う
。

　

さ
ら

に

全

祖
望
は
、

合
格
が

吾

が

党
の

幸
い

と

な
る
、

と

述
ぺ

て

い

る
。

吾

が

党
と

い

う
の

は
、

常
に

倡
酬

を

共

に

し

て

い

た

浙
江

の

同

人

を

指
し

て

言
っ

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

浙
江

の

郷

会
試
が

停
止

さ

れ
、

人
材
を

誇

る

か

の

地

の

士

大

夫
た

ち
が

屈

辱
を

味
わ
っ

て

以

来
、

浙
江
の

人

材
が

優
れ

て

い

る

こ

と

を
、

世
に

顕

示

し

た
い

と

い

う

意
志
は

、

浙
江

の

人
々

の

中

に

根

強
く

あ
っ

た
。

乾
隆

年
間

の

始
め

に

開

か

れ
た

博
学

鴻
詞

は
、

浙
江
の

人
々

に

新
た

な
希

望

を

持

た

せ

た

の

で

あ

る
。

　

同
じ

く

博
学
鴻

詞
に

推

挙
さ

れ
、

し

ぶ

る

膚

鶚
に
、

全
祖

望

は

次
の

よ

う
な

書
翰
を

送
っ

て

い

る

る
。

吾

浙

中
人

才
之

盛
、

天

下

之

人

交
口

推
之

無
異

辞
、

樊
樹
之

姿

詣
、

吾
浙

中
人

交
口

推
之

無

異
詞

。

乃

聞

樊
樹

有
不

欲
応
辟

之

意、

愚

竊
以

為
不

然
。

（
『

鮎

埼
亭

集
外

篇
』

巻
四

十
六

「

与

属
樊

樹
勧
応
制

科
書
」

）

　

吾
が

浙
中

人
才

の

盛
な

る

は
、

天

下
の

人
交
［［

し

て

之

を

推

　
す
こ

と

異
辞
無

レ
、

樊
樹
の

姿
詣
、

吾
が

浙
中

の

人

交
口

し

　
て

之
を

推

す
こ

と

異
詞

無
し

。

乃
ち

樊

謝
に

応

辟
を

欲
せ

ざ

　
る

の

意
有
り

と

聞
く

、

愚

竊
か

に

以
為
へ

ら

く

然

ら

ず
、

と
。

　
つ

ま

り

浙
中
こ

そ

が

人

材
の

盛
ん

な
る

場

所
で

あ

り
、

と

り

わ

け

優
れ
た

人

材
で

あ
る

属

鶚
こ

そ

が

博
学

鴻
詞

に

応
じ

て

世
に

出

て

行

く
べ

き
だ

と

勧
め

て

い

る

の

は
、

浙

江
の

優
秀
さ

を
世
に

示

し

た

い

と
い

う

意
思
の

表
れ

で

あ

り
、

浙
江
の

士

た

る

矜
恃
を

こ

こ

に

み

て

と

る

こ

と

が

で

き
る

。

　

趙
信

が

『

南
宋

雑
事
詩
』

を

投
じ

た

こ

と

か

ら

博
学

鴻
詞

に

推

挙
さ

れ
、

ま

た

『

南
宋

雑
事
詩
』

の

詩
人

四

人

が

推
挙

さ

れ

た

こ

と
、

更

に

『

南
宋

雑

事
詩
』

の

詩

句
ま

で

も
が
、

『

詞

科

掌
録
』

『

詞

科
余

話
』

に

よ
っ

て

紹

介
さ
れ

た

こ

と

で
、

『

南
宋

雑
事

詩
』

は

制
作

か

ら

十

数
年
後

に

再
び

脚
光

を
浴

び
、

同

時
に

杭
州
詩

壇

も

改
め

て

注

目

を

集
め

る

こ

と

と

な
っ

た
の

で

あ

る
。

そ

の

後

杭

州
詩

壇
の

最
盛

期

を

迎
え

た

の

は
、

先
に

述
べ

た

通

り

で

あ

る
。

　

　

　
お

わ

り

に

　

以

上

『

南
宋

雑
事

詩
』

を

め

ぐ

る

詩

人

た

ち
に

焦
点

を

当

て
、

当
時

の

詩
作
の

情
況

を

明

ら

か

に

し

た
。

そ

れ
に

よ
っ

て

唱

和
詩

輯
と

し

て

の

『

南
宋

雑
事
詩
』

の

姿
を

明
ら

か

に

し

た
つ

も

り

で

あ

る
。

ま

た
、

雍
正

と

い

う
厳
し
い

時

代
を

く
ぐ

り
ぬ

け
て
、

再

び

杭

州
の

詩
人

達
に
、

誇
り

と

社

会
的

な
評

価
を

取
り

戻

し

た

の

が
、

こ

の

『

南

宋
雑

事

詩
』

で

あ

る

こ

と

も
、

ま

た

重

要
な

こ

と

で

あ
る

。

　

『

南
宋

雑
事
詩
』

を

契
機
に

、

詩

人

達
は

そ

れ

ぞ
れ
の

道
を

歩

く

こ

と

と

な

る
。

　

属

鶚
は
、

揚
州
の

馬
日

珀
の

蔵

書

楼
に

身

を

寄
せ
、

『

南
宋

雑

事

詩
』

の

作
業
を

生

か

し

つ

つ

『

宋

詩

紀
事
』

と

い

う

大

作
に

と

り

か

か
っ

た
。

符

曾
も

ま

た

揚
州

、

天

津
の

詩

壇
で

倡

和
に

加
わ

る
。

最

後
ま

で

科

挙
に

合
格
す

る
こ

と

は

な
か
っ

た

が
、

多
く
の

友
人

に

恵
ま
れ

、

倡

酬
詩
を

多
く

残
し

た
。
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趙

旻
、

趙
信

、

呉

悼
は

、

乾

隆
初
期
の

杭
州

詩

会
の

中
心

と

な

り
、

彼
ら

の

蔵

書
楼

は

常
に

倡
酬
の

中
心
と

な
っ

た
。

　

ま

た

『

南

宋
雑

事
詩
』

は

州

詩
人

に

意
外

な
道

を

開
い

た
。

そ

れ

は
、

地
方

誌
の

編

纂
に

携
わ

る
こ

と

が

多
く
な
っ

た

こ

と

で

あ

る
。

呉
悼
と

属

鶚
は

、

雍

正

七

年
か

ら

招
聘
さ

れ

て
『

浙
江

通
志
』

、

『

西

湖
志
』

の

編

纂
に

携
わ

り
、

属
鶚
の

弟
子

の

汪
抗
は

、

天

津

詩

壇
の

倡
酬
で

活

躍
し
つ

つ

「

津
門

雑

事
詩
」

を

作
り

、

ま

た

同

郷
の

呉

廷

華
と

と

も

に

『

天

津

府
志
』
、

『

天

津

県

志
』

の

編

纂

に

携
わ

る

こ

と
と

な
っ

た
。

杭
州
詩

人
が

倡
酬
の

み

な

ら

ず
、

各

地

で

地
方

誌
の

編
纂

に

招

か

れ

た
の

は
、

『

南

宋

雑

事
詩
』

の

成

果
に

よ

る

も
の

だ

ろ

う
。

　

南
宋
が

異
民

族
に

よ
っ

て

滅
ぼ
さ

れ

た

王

朝
で

あ
っ

た

た
め

、

南

朝
を
と

り

あ

げ
た

『

南

宋
雑

事
詩
』

は
、

時
に

清

朝
や
文

字
の

獄
へ

の

反

発

の

表

明

と

見
ら

れ

る
こ

と

も

あ

る
。

し

か

し
、

文

字

の

獄
が

盛
ん

に

な

る
の

は
、

『

南
宋
雑

事

詩
』

の

後
で

あ
る

こ

と
、

ま

た

詩
人

達
は

、

任
官
に

積
極
的

で

あ

る

こ

と

か

ら
、

そ

れ

は

穿

っ

た

見

方
で

あ

る

と

考
え

ら

れ

る
。

清

朝

初
期
の

士

大

夫
と

は

意

識
が

異
な

り
、

む

し

ろ
、

学
識

に

富

ん

だ

詩

集
を

世

に

出
す

こ

と

に

よ
っ

て
、

杭
州

詩
壇

の

知
性

を

世

間
に

認
め

さ

せ

る

こ

と

に

重

点
が

あ
っ

た

の

で

は

な
い

だ
ろ

う

か
。

そ
の

も

く

ろ

み

は
、

そ

し

て
、

雍
正

年
間

を

経
て
、

乾

隆
年

間

の

杭

州
詩

壇

の

隆
盛
に

よ
っ

て

花

開
い

た

の

で

あ

る
。

＿ 注

↓

虞
万

里
校
点

『

南
宋
雑

事
詩
』

点

校
説

明
（
『

南
宋

雑
事
詩
』

浙

　
江

古
籍
出

版
社

　
一

九

八

七
）

に

「
『

雑
事
時
』

必

作

于

『

南
宋

院
画

　
録
』

之

後
。

康
熙
六

十
一

年、

属

輯

集
『

秋
林
琴
雅
』

需
要
時

間、

　
且

似
未
認

識
沈
氏

。

雍

正

二

年
、

符、

癘
先
後

離
開

過

杭
州

。

只

有

　
有
了

『

雜
事
時
』

作
基
礎、

属
才

能
在
雍
正

四

年

有

広

其
事
而

輯
『

宋

　
詩
紀
事
』

之

挙
。

如
此、

『

雑
事
時
』

之

作
似
当

在

康
熙

六

十
一

年
下

　
半

年
或
雍
正

元

年

（
公

元
一

七

二

三

年
）

、

尤
以

雍
正

元

年
可
能
性
為

　
大

、

此

与
「
湖
上

觴
詠
極
盛
一

相
合

。

」

と
あ

る
。

（

2
）

厳
迪
昌

「

誰
翻
旧

事
作
新
閔

−
杭
州

小

山

堂
趙

氏

的
「

曠
亭
」

情

　

結
与

『

南
宋

雑

事

詩
』

1
」

。

（

3
）

虞
万

里

前
掲

書

に

「

唯
経
厳
杰
纂
訂、

文
字
上

当
有
所
改
正

。

芹

　

香
斎
本
正

文

単
行
大

本
、

注

文
双
行
小

字
。

但
観
其
注
文

末
行
之

不

　

足
一

行

者
、

仍
其
単
行

行
而

与
同
治

本

分
双

行
行

者
異

。

復
観

其
行

　

文

中
「
真
」

、

「

槇一

均
諱

作
「

正
」

、
「
胤
」

空

缺
不

書、

弘
諱
作
「

宏
」

、

　

知

其
為
乾
隆
年

間

或
乾
隆
以
後
翻

刻
本
。

」

と
あ

る
。

（

4
）

趙
一

清
『

東

潜
文
稿
』

巻
上

「
符

葯
林
先
生

伝
」

に

よ

る
。

（

5
）

謝

海
林

「

属
鶚
交
游

網
絡
与

《

宋
詩
紀

事
》

編
撰
」

（

清
代
文

学

　

研
究
集
刊

第
四

輯
　
二

〇
一
一
）

。

（

6
）

『

碑

伝

集
補
』

巻
四

十

五

　

張
憎
「

呉

繍
谷

先
生
行

状」

に

「

康

　

熙

乙

酉、

聖
祖
仁
皇

帝

南
巡
、

先
生

献
詩
行

在
、

方

是

俊
髦

輻
輳、

　

飾

文
辞
自
進
者
以

百

数、

不

称

者
多
報
罷

。

先
生

独
奏
対
称

善
、

蒙

　

賜

御
箭
命

、

伯
兄
比

部
公

下

世
、

贈
公

年

髦
、

当

侍
養

、

遂

力

辞
不

　

就
。

丁

亥

翠
華
再
幸
浙
江

、

先
生

奏
進
歳

華
紀

麗
続
編

十
巻、

聖
因

　

寺

志
四

巻
、

海
潮
集
説
三

巻
、

復
蒙
温

旨、

海

潮
集
説

経、

朕

特
留

　

覧
、

余

並

宣

付

内
閣
、

其

見
恩
遇
如

此
。

蔵
書

不

下

数
万

巻、

元
鈔

　

宋
槧

購
常
不

貲
｝

書
、

必

兼
数
本

相
参

比
、

有
所

舉
正
、

輙
疏

其
顛
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末、

而

甄

識
之

。

」

と

あ
る

。

（
7

＞

『

揚
州

画

舫
録
』

巻
七

に

「

康
熙

間
、

王

躬
、

符
曾

干

是
園
徴
城

　

南
讌
集
詩

と

あ
り
、

符
曾
が

康
熙

年

間
に

は

す
で

に

揚
州
で

詩
会
に

　

参
加

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る
。

ま

た

天

津
で

は
、

乾
隆
元

年
に

博

　

学
鴻
試
の

た

め

に

北

京

に

赴
い

た

帰
り
、

天

津
水

西

荘
に

滞
在
し

た

　

こ

と

が
、

査

学
礼

『

銅
鼓

書
堂

遺
稿
』

な
ど

に

唱

酬

詩

が

見

え
る

。

（
8

）

『

絶
妙

好
詞

箋
』

題

跋

附

録
に

「

又

借
於

符
君

幼
魯
、

属
門
人

録

　

成。

…

…

時
康
熙
六

十
一

年
十
二

月
九

日
。

」

と

あ

る
。

（

9
）

杭
世
駿
『

道
古

堂
文

集
』

巻
九

「
趙
谷
林
愛
日
堂

吟

藁
序
」

に

「
谷

　

林
有
園
亭
…

…

其
時
沈

个
庭、

符

薬
林
両
詩

人
、

皆
主

其

家
。

」

と

記

　

し

て

い

る
。

（
10
）

近

藤
光
男

「

詩
注
の

難
き
こ

と
−

清
朝
に

お

け

る

詩
文

校
注
の

学

　

に
つ

い

て

ま

（
『

漢
文

学
会
会
報
』

第
二

十
八

輯

　
一

九

八

二
）

。

※

本
論

は

平

成
二

十

六

年
〜
二

十
八

年
度
科
学

研
究

費
補

助
研
究

　
基

盤
研

究
（

C
）

窓
も。

『

O

お
一

「

乾
隆
時

代
に

お

け

る
、

移
動

す

る

杭

州

詩

人

集
団
の

変

質
と

展

開

に
関

す
る

研

究
」

の

研

究
成
果
の
一

部
で

あ

る
。
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